


ガイドブック「富山のナノ･マイクロ技術（平成 27 年度版）」発刊にあたり 
 

 富山県には、機械、金属、化学、電子部品など広範なものづくり産業が集積してい

ると共に、特定の技術分野で高い市場シェアを持ついわゆるグローバルニッチトップ企

業が多数存在しています。このような地域の特性に鑑み策定された「富山県ものづくり

産業未来戦略」では、地域に蓄積されたものづくり技術とナノレベルの微細加工や材料

製造に関わるニッチトップ技術との融合によるイノベーションで、国際競争力がある次

世代ものづくり産業の創成を計画しています。平成 25 年富山県は、文部科学省からナ

ノテクを活用してイノベーションを図る「とやまナノテクコネクト・コアコンピタンス

エリア」の地域指定を受け、さらに平成 26 年 7 月には「とやまナノテククラスター（と

やまナノテクコネクト・次世代ものづくりプログラム）」が「地域イノベーション戦略

支援プログラム」に採択されました。本事業では、ナノマテリアルの一種であるセルロ

ースナノファイバーに着目し、地域にある繊維から樹脂材料、エレクトロニクス、ヘル

スケア、再生医学にわたる幅広い産業分野でのナノファイバーの利用に向けた技術開発

を行っています。これによって、県内企業の優れたセルロースナノファイバー製造技術

を核とした新たな産業クラスターの形成を目指しています。 
 地域のものづくりをより活性化させるためには、セルロースナノファイバーに続く、

地域に蓄積されたナノテク技術による第二、第三の先端ものづくり産業クラスターを創

出することが必要です。限られた業界内で高い評価を得ているニッチトップ技術も、異

なる産業分野においては知られていないために、その技術が持つ産業的なインパクトが

十分に発揮されていないことが多々あります。優れた技術と市場のマッチングを行うた

めに本クラスターのコーディネータも日々活動しておりますが、自ずとその活動範囲に

も限度があります。そこで、地域技術による新事業の創出とイノベーションに繋がるク

ラスター形成の促進を意図して、とやまナノテククラスターのネットワーク会員をはじ

めとした富山県内で活動する企業や大学のナノ・マイクロに関わるニッチトップ技術を

紹介する本ガイドブックを作成しました。本ガイドブックに紹介された技術が個別企業

の事業に活用されることはもとより、地域の強い技術が地域のさまざまな産業分野に展

開されることで新たなものづくりクラスターの形成に繋がることで、地域創生の一助と

なることを期待しています。 
 

平成 27 年 11 月 30 日 
（とやまナノテクコネクト・次世代ものづくり創出プログラム） 

とやまナノテククラスター 
プロジェクト ディレクター 

鳥山素弘     
（富山県工業技術センター 所長） 
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➀ 超微粒超硬合金用ＷＣ（タングステンカーバイド）粉末 
（株式会社アライドタングステン） 1
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ナノ改質処理技術             （株式会社ビー・エム・プロダクツ） 8

➁ 従来機比 25万倍の 512ギガバイトの処理能力をもつ高速、高精度、超精密加工を
実現                                               （キタムラ機械株式会社）

 

9
➂ 油静圧軸受を用いたマシニングセンタ（金属接触レス工作機械） 

（コマツ NTC株式会社） 10
➃ 湿式微粒化装置「スターバースト」          （株式会社スギノマシン） 11
➄ 小型同時５軸制御横型ＭＣ「セルフセンタ H15B-5AX」（株式会社スギノマシン） 12
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➂ 工作機械部品・自動車関連部品の高精度切削加工技術    （株式会社石金精機） 16
➃ 自動車部品事業におけるアルミ鋳造製品のマイクロメータオーダの高精度な 

加工・保証・維持技術                  （株式会社松村精型） 17
➄ 金型表面加工による高機能化              （三光合成株式会社） 18
➅ 鍛造用アルミニウム合金小径連続鋳造棒 TG-bar      （三協立山株式会社） 19

 ４．樹脂加工・部品 

➀ 超精密微細構造化シート            （日本カーバイド工業株式会社） 20
➁ 大面積・高精度ナノインプリント（ナノパターン転写）の独自技術確立と量産 

（NSI株式会社） 21
➂ 射出成形による樹脂製マイクロチップ・デバイスの量産化技術 

（株式会社リッチェル） 22
➃ ゆらぎ華飾技術                    （三光合成株式会社） 23
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➄ ガラスとガラス及びポリカーボネートとの特殊樹脂による接合技術 
（新光硝子工業株式会社） 24
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（株式会社エヌエス・ブレーン） 29

６．鍍金・コーティング 

➀ 耐ウィスカ性，はんだ濡れ性に優れた、Sn-Ag-Cu３元合金めっき技術 
（ＦＣＭ株式会社） 30

➁ 金型用深穴内面 PVDコーティング“ｄｉＸｉｓ（ディクシス）”（株式会社北熱） 31
➂ 微小部品へのめっき                 （立山電化工業株式会社） 32
➃ 新素材に対応したナノ機能めっきの取組み       （株式会社ユニゾーン） 33

Ⅲ．大学・高専・公設試 

１．富山大学 

➀ 生体適合性材料を担持したナノファイバー           （中村 真人） 35
➁ １．差動型同時成膜装置およびその成膜方法 

２．レアメタルフリー超硬質ナノ複相構造膜          （野瀬 正照） 36
➂ フレキシブル応用へ向けた有機エレクトロニクス技術の研究開発  37

２．富山県立大学 

➀ 微細リンクル加工技術による機能性材料             （遠藤 洋史） 38
➁ 溶液分散 Siナノ結晶の開発                  （松本 公久） 39
➂ セルロースナノファイバーとナノ粒子のハイブリッド化による高強度・高熱伝導

性樹脂の開発                   （真田 和昭・永田 員也） 40
➃ ナノインプリント用ガス透過性モールド材料と微細加工技術の開発 

（竹井 敏・花畑 誠） 41

３．富山高等専門学校 

➀ 金属ナノ粒子を分散含有する高分子系フィラーの研究開発  42
➁ 気相中におけるコアーシェル型金属ナノ粒子の生成  43
➂ 分子動力学法によるナノカーボン材料の電子ビーム加工解析  44
➃ 選択還元法で造られたナノ酸化物粒子分散強化材料  45
➄ ナノテクリスクを回避する特異形状粒子の合成           （豊嶋 剛司） 46
➅ 磁気機能性流体による精密研磨法 （山本 久嗣） 47

４．富山県工業技術センター 

➀ ナノ粒子の作製と高圧ジェットミルを用いた高度微粒化技術の応用  48
➁ ナノファイバーによる高機能医療用材料の開発           （金丸 亮二） 49

 （岡田 裕之）

（高橋 勝彦）

（多田 和広）

（迫野 奈緒美）

（森 康貴）

（岩坪 聡）

（氏名・ＡＢＣ順）
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（富山県立大学 竹井 敏） 55
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➆有限会社モメンタムファクトリー・Orii「高岡銅器の伝統的着色技術」 60
➇三光合成株式会社「ゆらぎ華飾技術」 60
➈立山マシン株式会社「ナノ複合材料」 61
➉中越パルプ工業株式会社「ACC-ナノセルロースの産業利用への取り組み」 61
⑪日産化学工業株式会社 

「多分岐型 高級アルコール、高級脂肪酸 ファインオキソコール®」 62
⑫日本カーバイド工業株式会社「超精密微細構造化シート」 62
⑬株式会社北陸エンジニアプラスチック 

「国産 HEP-3DF 3Dプリンター用フィラメント」 63
⑭株式会社リッチェル「Microchip Innovation チップの量産革命」 63
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技術名 

（テーマ） 
超微粒超硬合金用ＷＣ（タングステンカーバイド）粉末 

技術の概要 

 

超硬合金主原料のＷＣ（タングステンカーバイド）粉の使用に関し、使い易さに着目し、低嵩粉末を開発。

 

 

 

 

 

技術の内容 

 

 

 

 

 

 

 

従来技術 

との比較 

 

（優位性や

有用性） 

 

W（タングステン）粉とＣ（炭素）粉、またはＷＯ3（三酸化タングステン）粉とＣ（炭素）粉を混合

し、各々独自の熱処理方法にてＷＣ（タングステンカーバイド）粉末を製造。 

１μｍ以下の微粒粉になるに従い、粉末の嵩が大きくなる課題あったが、近年全体プロセスを見直し低

嵩化を実現した。 

粉末の低嵩化は、超硬合金製造において、①混合ロットの大サイズ化、②成型時のプレス性向上、③焼

結時の収縮率の低減（中粒ＷＣとの金型共通化）、④押出し成形時のバインダ量低減等の効果が期待でき

る。 

 

 

 

 

 

 

 

用途・ 

適用分野 

用  途：超硬合金 

適用分野：構造部品加工工具、電子・医療用部品およびその加工工具等 

 

特許など 

 

 

 
   

株式会社アライドタングステン 代表者名
代表取締役社長 

浅田 信昭 

〒931-8543  富山県富山市岩瀬古志町２番地 創業 平成 15 年 10 月 01 日 

 資本金 450 百万円 

ＴＥＬ：076-437-1954 ＦＡＸ：076-437-7462 売上高 99 億円（2014 年度） 

ＵＲＬ：http://www.allied-material.co.jp 従業員数 108 名 

主な事業内容 

 

粉末製品、超硬合金事業 

 

主要製品 

金属タングステン粉、タングステンカーバイド粉およびタングステン中間品（酸化物、パラ塩、

ソーダ塩等） 

超硬工具（「トウタンロイ」、ドットプリンタ用超硬印字ワイヤ、超硬スリッタ） 
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技術名 

（テーマ） 

自動車用衝突安全システムに適応した 

高靭性アルミニウム押出材料の開発 

技術の概要 

自動車用衝突安全システムの衝撃吸収部材であるクラッシュボックスに、6000 系アルミニウム押出材

料を適応 

6000 系アルミニウム押出材料を構成する化学成分と製造工程内の熱履歴を制御し、結晶粒界の無析出

帯を狭小化することで材料を高靭性化した 

 

 

 

技術の内容 

 

 

 

 

 

 

 

従来技術 

との比較 

 

（優位性や

有用性） 

 近年では、地球環境問題の高まりと衝突安全に対する要求が厳しくなっており、自動車用衝突安全シス

テムとして、従来から適用されているバンパーリィンホースだけではなく、部材本体を変形させることよ

って衝突エネルギーを吸収するアルミ押出材製のクラッシュボックスが設定されており、軽量化と衝突性

能を両立している。 

しかし、従来のアルミニウム押出材は部材が変形することなく開放割れが発生してしまうためにエネル

ギーを吸収することができない。そのため、蛇腹変形することで効率的にエネルギー吸収できる高靭性(ね

ばさ向上)な 6000 系アルミニウム押出材料を開発した。 

開発したアルミニウム押出材料は、従来よりも押出後の冷却速度を高めて結晶粒界に存在する無析出帯を

狭小化するとともに、結晶粒径を小さく制御する元素を添加した。 

無析出帯の狭小化は、開放割れの原因となる局部変形を抑制する効果があり、また、結晶粒径を小さく制

御することで開放割れの伝播抑制に効果があり、衝突時に蛇腹変形するクラッシュボックスを実現した。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用途・ 

適用分野 

 

自動車や航空機などの輸送機器分野の構造部材として適応が期待できる 

 

特許など 

◇関連特許出願 10 件 

衝撃吸収性及び耐応力腐食割れ性に優れた高強度アルミニウム押出材 

押出軸方向の蛇腹圧壊性に優れた中空状衝撃吸収部材 

◇講演会など  軽金属学会他 
   

アイシン軽金属株式会社 代表者名
取締役社長 

河原 嘉史 

〒934-8588 富山県射水市奈呉の江 12 番地の 3 創業 1970 年 

 資本金 15 億円 

ＴＥＬ：0766-82-8800 ＦＡＸ：0766-82-1109 売上高 634 億円('14 年度) 

ＵＲＬ：http://www.aisin-ak.co.jp 従業員数 1770 人('15/4/1 現在)

主な事業内容 

(1)アルミ押出製品 

(2)アルミダイカスト製品 

 

主要製品 

(1)バンパー群、レールなどの車体系部品 

(2)エンジントランスミッションなどの機関系部品及び駆動系部品 

 

変形ストローク
低減

荷重を2方向へ分散

荷重

荷重

A視

ボデー
(メンバー)

 軸圧壊

自らが変形することで
エネルギー吸収

開放割れ発生

衝突ｴﾈﾙｷﾞｰ吸収量
従来＜開発

荷重(N)

ストローク(㎜)

目標

○結晶粒径の微細化○結晶粒径の微細化
：：割れの発生･進行を抑制割れの発生･進行を抑制

○無析出帯の狭小化○無析出帯の狭小化

：：結晶粒の局部変形を抑制結晶粒の局部変形を抑制

押出後冷却の向上押出後冷却の向上 AlAl--MgMg--SiSi
++微細化元素微細化元素((MnMnなどなど))

従来

蛇腹変形

開発

衝突エネルギー吸収量
＝荷重ｘストローク線図の面積

開放割れ発生

衝突ｴﾈﾙｷﾞｰ吸収量
従来＜開発

荷重(N)

ストローク(㎜)

目標

○結晶粒径の微細化○結晶粒径の微細化
：：割れの発生･進行を抑制割れの発生･進行を抑制

○無析出帯の狭小化○無析出帯の狭小化

：：結晶粒の局部変形を抑制結晶粒の局部変形を抑制

押出後冷却の向上押出後冷却の向上 AlAl--MgMg--SiSi
++微細化元素微細化元素((MnMnなどなど))

従来

蛇腹変形

開発

衝突エネルギー吸収量
＝荷重ｘストローク線図の面積
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技術名 

（テーマ） 
セルロースナノファイバー（ＣＮＦ） 

技術の概要 

 自社でパルプ化した植物繊維を水に分散させ、パルプ同士を高圧で衝突させることにより微細化を行っ

ています（ＡＣＣ法）。 

 製造条件の調整により品質のコントロールが可能で用途に応じた作り込みが出来、安全性にも優れた製

造法です。 

 

 

 

技術の内容 

 

 

 

 

 

 

 

従来技術 

との比較 

 

（優位性や

有用性） 

 

 微細化することにより比表面積が大きくなり、吸着能力が向上します。このようにナノ微細化により、

新たな性質が発現します。 

 ＡＣＣ法によるユニークな特徴として、ＡＣＣナノセルロースは両親媒性を有しています。セルロース

分子は疎水性と親水性の部位を持つ両親媒性分子です。ＡＣＣ法は特有のナノ微細化メカニズムにより、

疎水性部位を表面に露出させることが出来、両親媒性を有することによる表面改質効果、乳化安定作用効

果があります。 

 ＡＣＣ法では、有機（ＣＮＦ）と無機を同時に微細化することが出来、特徴的な形態のナノ複合体を製

造することが出来ます。 

 水とパルプしか使用していないため安全性にも優れており、皮膚刺激性テストおよび人パッチテストに

おいても無刺激性との評価結果を得ております。 

 独自の量産化製造法として“水圧貫通微細化法”（仮称）によりＡＣＣ法の特徴を維持したまま大量処

理が可能である技術を開発しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用途・ 

適用分野 

増粘・分散材料、分離・担持材料、包装材料、光学材料、電子材料、構造材料、乳化材料 

特許など 

特許 第５６９０３８７号 

特開 ２０１５－１４２９００ 

特願 ２０１３－２３９０７３ 

特願 ２０１３－２０７９７８ 
   

中越パルプ工業株式会社 代表者名
代表取締役社長 

加藤 明美 

〒933-8533 富山県高岡市米島２８２ 創業 1947 年 2 月 20 日 

 資本金 188 億円(2015.5.29 現在) 

ＴＥＬ：0766-26-2472 ＦＡＸ：0766-26-2454 売上高 872 億円（2014.4～2015.3）

ＵＲＬ：http://www.chuetsu-pulp.co.jp/feature/1778 従業員数 786 人(2015.5.31 現在) 

主な事業内容 

 

パルプ類、紙類およびその副産物の製造、加工、ならびに売買 

 

主要製品 

 

印刷用紙、情報用紙、包装用紙、新聞用紙、板紙、加工用原紙 

 

竹由来 ＣＮＦ 
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技術名 

（テーマ） 
3D プリンター用フィラメント（ナノマテリアル入り） 

技術の概要 

弊社は、国内では数少ない固化押出しで丸棒・板の製造技術を持っています。長年培ってきた押出し技術

を活用し、今般国産初の３Ｄプリンター用フィラメントの製造に成功しました。品質、機能ともに、海外

製とは大きく差をつけた高い水準で提供しております。 

 

 

 

 

技術の内容 

 

 

 

 

 

 

 

従来技術 

との比較 

 

（優位性や

有用性） 

 

開発した３D プリンターフィラメントを工作機械、医療機器等の展示会に出展し、PR したところ、各

方面より大きな支持と関心を寄せていただきました。３Ｄプリンター用フィラメントに対する反響は想像

以上に大きく、驚きを感じました。また、国内製造の重要性、可能性を改めて認識しました。 

同時に３Ｄプリンターメーカーより要望も多く受けるようになりました。一例を挙げると、曲げ・精度

を出す強度面、融点の高い樹脂、安定供給などです。このようなお悩みの解決策として当社のもつ経験が

役に立つと確信しています。 

国産初の３Ｄ用フィラメント製造技術の応用を広げるため、新たに、３D プリンターフィラメントにナ

ノマテリアルを添加し、機能性を向上させることに取り組んでおり、これが成功すれば世界初の試みとな

ります。 

製造業における 3D プリンターの用途は、従来はあくまで形状の試作やモデル確認が一般的でした。し

かしこの技術が実用化すれば、試作品製作から実用実験までスムーズになりコストや開発の時間短縮にも

直結します。さらに、精度が上がれば機械加工で不可能な形状も製造可能になります。 

このようにナノマテリアル入りフィラメントは、製造現場において高い有用性を発揮する可能性を秘め

ていると考えております。 

 

   
 

用途・ 

適用分野 

 

プラスチックを扱う全業種 

 

特許など 

 

ISO9001、ISO14001 取得 

 
   

株式会社北陸エンジニアプラスチック 代表者名
代表取締役 

水越 正之 

〒933-0253 富山県射水市七美中野 212 創業 昭和 58 年 

 資本金 2000 万円 

ＴＥＬ：0766-86-1411 ＦＡＸ：0766-86-3612 売上高 年商 5 億円 

ＵＲＬ：http://www.h5.dion.ne.jp/^hep/ 従業員数 26 名 

主な事業内容 

 

プラスチック素材、加工品の製造、販売 

 

主要製品 

純国産 3D プリンター用フィラメント 

各種エンジニアプラスチック素材（板・丸棒）、加工品 
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技術名 

（テーマ） 
高純度炭化けい素の超微粉製造技術 

技術の概要 

 

炭化けい素の微細化と高純度化処理技術 

 

 

 

 

 

技術の内容 

 

 

 

 

 

 

 

従来技術 

との比較 

 

（優位性や

有用性） 

 

 

炭化けい素は耐熱温度が高く、耐薬品性にも優れ、熱伝導性が良いなど優れた特性を持っています。そ

の特性を生かし、半導体熱処理装置の部材やヒートシンク、メカニカルシール、パワーデバイスなどに用

途が広がっております。 

しかし、炭化けい素は液相を持たないため、セラミックスを製造するには焼結しにくい原料であること

も知られています。焼結助材として B,Al 等の元素を添加して焼結性を向上させる方法もありますが、こ

れらの不純物を嫌う用途においては、より厳しい条件で焼成せざるをえないため、コスト増となっていま

した。 

そこで、当社では粒子をサブミクロンまで粉砕する事によって、比較的焼結性が良い炭化けい素粉末を

製造いたしました。また、半導体やパワーデバイス

など非常に高い純度が必要となる場合には、当社の

高純度化処理技術によって純度の異なる４グレード

の商品を用意しております。 

当社の粉末を使用する事によって、炭化けい素セ

ラミックスの焼結性が向上し、成型体の強度や熱伝

導性の向上が見込まれます。 

 

 

 

 

 

 

用途・ 

適用分野 

パワーデバイス 

ヒートシンク 

半導体熱処理用部材 

メカニカルシール 

温度センサー 

特許など 

 

 

 
   

大平洋ランダム株式会社 代表者名
代表取締役社長 

薄田 新一郎 

〒931－8555 富山県富山市岩瀬赤田町１番地 創業 １９３６年 

 資本金 ４億円 

ＴＥＬ：076-438-1211 ＦＡＸ：076-438-8667 売上高 ３０億 

ＵＲＬ：http://www.rundum.co.jp/ 従業員数 １７０人 

主な事業内容 

 

研削研磨材および半導体熱処理用部材の製造・販売 

 

主要製品 

炭化けい素粉末 

低ソーダ電融アルミナ粉末（ＬＡ） 

 

炭化けい素 超微粉末 
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技術名 

（テーマ） 
バイオマスナノファイバー「BiNFi-s（ビンフィス）」 

技術の概要 

BiNFi-s（ビンフィス）は、植物の主成分であるセルロースや甲殻類の殻の主成分であるキチンに代表

されるバイオマス（生物資源）を、当社独自のウォータージェット技術を応用した湿式微細化装置を用い

て解繊した、直径約 20 nm、長さ数μm のナノファイバーです。 

高強度、低熱膨張、大比表面積、高アスペクト比、高保湿性、軽量、生体親和性、無環境負荷などの優れ

た性質を有しているため、様々な分野での応用が期待されている新規ナノマテリアルです。 

 

 

 

技術の内容 

 

 

 

 

 

 

 

従来技術 

との比較 

 

（優位性や

有用性） 

 

①バイオマスと水のみを使用して生産しているため、人体や環境へ低負荷。 

②物質や繊維長の異なる豊富なラインアップ。 

③高強度、低熱膨張、大比表面積、高アスペクト比、高保湿性、軽量などの優れた性質。 

④炭素繊維やガラス繊維の問題点である、リサイクル性や平滑性を克服。 

⑤水分散状態でのナノファイバーの三次元ネットワークによる特異的な粘度や分散挙動。 

⑥透明かつガスバリア性の高いフィルム形成が可能。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用途・ 

適用分野 

補強材、増粘剤、分散安定剤、乳化剤、触感改良剤、吸着剤、ガスバリアフィルム、細胞培養培地、サプ

リメントなど。 

 

特許など 

 

特許第 5334055 号（バイオナノファイバーの製造方法） 

 
   

株式会社スギノマシン 代表者名
代表取締役社長 

杉野 太加良 

〒937-8511 富山県魚津市本江 2410 番地 創業 1936 年 3 月 1 日 

 資本金 23 億 2,467 万 5,000 円 

ＴＥＬ：0765-24-5111 ＦＡＸ：0765-24-5051 売上高 280 億円(グループ連結) 

ＵＲＬ：http://www.sugino.com 従業員数 1500 名(グループ全体) 

主な事業内容 

機械、装置、器工具およびそれらに関連する設備ならびに医療機械装置の製造、販売および輸出

入業務 

 

主要製品 

高圧ジェット洗浄装置、超高圧水切断装置、原子力発電所検査保守用機器、湿式・乾式微粒化装

置、ドリリングユニット、タッピングユニット、マシニングセンタ、拡管工具･装置、抜管装置、

鏡面仕上工具等 

SEM 画像

100 nm
トライアルセット(8 種) 

フィルムロール 

2013 年

日本力賞

化粧品サンプル 
手前:クリーム､ 奥:乳液 
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技術名 

（テーマ） 
真空蒸着法を用いたナノ複合材料製造技術 

技術の概要 

 

真空蒸着法を用いたナノ複合材料製造技術。材料選択性、不純物の残存量、製造コスト面での優位性があ

る。 

 

 

 

 

技術の内容 

 

 

 

 

 

 

 

従来技術 

との比較 

 

（優位性や

有用性） 

 

本技術は、セラミック等の粉状の担体を懸濁したスラリーに金属を真空蒸着することで、ナノ複合材料

を創製する技術である。 

 従来のナノ複合材料製造技術としては、イオン交換法、析出沈殿法、共沈法およびグラフティング法、

スパッタリング法等が知られているが、材料選択性、不純物の残存量、製造コストの面で課題があった。

 一方、当該技術では、ナノ複合材料製造の際に分散剤を用いる必要がないため、不純物残渣が極めて少

ない。また、適用可能な材料も多く、製造コストも低いため汎用性が高い。具体的には、分散剤などによ

る被覆層がナノ粒子表面に存在しないため、当該材料を触媒として用いた場合、触媒活性が高いという優

位性がある。 

 

 

用途・ 

適用分野 

 

触媒、潤滑剤、熱伝導材、光学レンズ、化粧品、センサー 

 

特許など 

 

特許出願中 

 
   

立山マシン株式会社 代表者名
代表取締役社長 

宮野 兼美 

〒930-1305 富山県富山市下番 30 番地  創業 1970 年 

 資本金 3 億 5370 万円 

ＴＥＬ：076-483-3088 ＦＡＸ：076-483-3089 売上高 187 億円 

ＵＲＬ：http://www.tateyama.jp/ 従業員数 368 名 

主な事業内容 

 

FA システム・FA 機器の開発製造、精密実装機製造、制御ソフト開発 

 

主要製品 

 

自動組立ライン、コネクター組立検査装置、LCD 搬送ユニット、クリーン搬送機器 

 

    
Fig.1 TEM image of Co NPs/zeolite Fig.2 TEM image of Fe NPs/zeolite 
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技術名 

（テーマ） 

安定化ジルコニア（ＹＳＺ）を使用した打錠機用金型臼及び打錠障害を 

改善するナノ改質処理技術 

技術の概要 

従来、打錠機用金型臼は SKD11（鋼材）を使用し、表面腐食を防ぐため硬質クロムめっきや CrN 等の

表面コーティングをしているが、摩耗により表面が傷つき洗浄等で腐食される問題があった。当社は、こ

れらを解決するため安定化ジルコニアを使用したジルコニア打錠臼を開発しました。また杵については、

打錠障害を改善するナノ改質処理も可能です。 

 

 

 

技術の内容 

 

 

 

 

 

 

 

従来技術 

との比較 

 

（優位性や

有用性） 

1.安定化ジルコニア（ＹＳＺ）を使用した打錠機用金型臼 

新たな開発した打錠臼の素材とした安定化ジルコニア（YSZ）は、強度、靭性など機械的特性に優れ、

セラミックの欠点であった脆さを解決したものであり、インプラントや人工骨にも利用されている安定

素材です。当社の打錠臼の特徴は、次の通りです。 

1)酸アルカリにも侵食されにくく自動洗浄に最適、2)耐久性は SKD11 製の従来臼の４倍以上 

3)各種打錠機に対応可能、4)レーザーマーキングによる OR コード印字で製造管理可能。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.打錠障害を改善するナノ表面改質技術 

杵先に硬質クロムめっきや CrN 加工した後、同表面に 

100～700nm の NAP 処理○R を施すことで、ステッキン 

グ性の改善が可能です。 

＊ NAP 処理○R は、株式会社Ｍ＆Ｔの商標登録で多種に 

わたるナノ表面加工技術を有します。 

 

 

用途・ 

適用分野 

医薬品、健康食品、生活用品 

 

特許など 

・実用新案取得 

・黒川正博：製剤機械学会誌,Vol.22,No.2(2013)p41-46. 

・川堰宣隆ほか：富山県工業技術センター研究報告書,No.29(2015)p65. 
   

株式会社ビー・エム・プロダクツ 代表者名
代表取締役 

黒川 正博 

〒933-0043 富山県高岡市中川上町 9-8 創業 平成 19 年 7 月 3 日 

 資本金 1,000 万円 

ＴＥＬ：0766-73-6166 ＦＡＸ：0766-24-5165 売上高  

ＵＲＬ：www.bm-products.info/ 従業員数  

主な事業内容 
打錠用金型の製造販売 

 

主要製品 
ジルコニア打錠臼、打錠障害改善ナノ改質処理 

 

カラー化で識別しやすいジルコニア打錠臼 

杵打錠表面のナノ表面改質前後の表面写真 

実機シヨット前後の粗さ比較 
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技術名 

（テーマ） 

従来機比 25 万倍の 512 ギガバイトの処理能力をもつ 

高速、高精度、超精密加工を実現 

技術の概要 

キタムラ機械株式会社は 2008 年に独自のＮＣ装置「Arumatik-Mi」を開発、高速演算処理能力や各種

インテリジェント機能により、高速・高精度加工を実現。さらに進化させた従来機比 25 万倍の処理能力

を持つ「Arumatik-Mi」を搭載したマシニングセンタで 10μm 未満の切り込みと毎分 20,000 ミリの

高速送りにより、超微細加工を実現した。 

 

 

 

技術の内容 

 

 

 

 

従来技術 

との比較 

 

（優位性や

有用性） 

当社の機械は、キサゲによって超高精度の幾何学精度を実現し、補正を入れなくても高精度加工が可能。

さらに、独自の CNC 制御装置（Arumatik-Mi）は、完全オープンアーキテクチャのため機械と制御装置

の完全融合が可能で、今回の従来比 25 万倍の処理能力による微細加工・超高速加工を可能とした。当社

のモノづくりの基本は、機械原点、座標原点、絶対値原点、相対値原点などすべてをゼロにでき機械の本

当の原点をアジャストできる「加工原点単一固有方式」にある。これは当社だけの機能で、パレット交換

や工具交換のたびに加工原点を修正する必要が無い。 

 さらにマシニングセンタ専業メーカーとしての最適モノづくりが、確実な指令を実現する機械にするた

めに堅牢な鋳鉄構造、3μｍ以下の超精密研磨、ＴＧＡ（真の直角度・平行度などの機械姿勢精度）を得

た加工・仕上げなどが、各種補正なしでの機械の高精度を実現し、振動抑制が徹底しており工具寿命が非

常に長く、工具が折れにくい証明になっている。 

 このモノづくりの姿勢は創業以来続いており、1986 年からは米国での販売に際して 3μｍ精度保証

を実施、このアピールとその実際の精度保持が認められ、これまでに３万台近くの販売実績に繋がってい

る。 

用途・ 

適用分野 

高速演算能力を備えた新ＮＣ装置に簡単操作や遠隔操作機能、切削条件自動適応機能、3Ｄプリンタの

ような微細なリバース機能など多彩な知能化アプリを搭載し広範な業種ニーズに応じている。 

下図に立形マシニングセンタ「Mycenter-3XG」による被削材 NAK80 による高速微細加工事例を紹

介。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特許など 

特許・実用新案（取得件数）：320 件 

特許・実用新案（出願件数）：450 件 

 
   

キタムラ機械株式会社 代表者名
代表取締役社長 

北村 彰浩 

〒939-1192 富山県高岡市戸出町 1870 番地 創業 1933 年 11 月 8 日 

 資本金 3 億 8 千万円 

ＴＥＬ：0766-63-1100 ＦＡＸ：0766-63-1128 売上高  

ＵＲＬ：www.kitamura-machinery.co.jp 従業員数 219 

主な事業内容 

マシニングセンタの開発、製造販売、FA（工場自動化）関連機器の開発、製造販売 

各種ソフトウエアの開発 

 

主要製品 

横形マシニングセンタ、立形マシニングセンタ、同時５軸制御マシニングセンタ、 

同時 7 軸制御マシニングセンタ、門形マシニングセンタ、CNC ジグボーラー、 

リバース 3D 金属加工用プリンタ 

φ0.0068mm 極細ピン形状加
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技術名 

（テーマ） 
油静圧軸受を用いたマシニングセンタ（金属接触レス工作機械） 

技術の概要 

 

油静圧回転軸受を用いた主軸、並びに、油静圧案内機構とリニアモータ駆動を用いた送り軸機構を持つ、

加工点（工具と加工物の接触）以外での金属接触が無い工作機械 

 

 

 

 

技術の内容 

 

 

 

 

 

 

 

従来技術 

との比較 

 

（優位性や

有用性） 

 

静圧軸受は、数十μｍ程度の軸受隙間に外部より加圧流体を供給することにより、そこに発生する潤

滑膜の静圧力により負荷を支持する軸受方式である。この軸受を回転軸受けとして使用した時の最大の特

長は、軸および軸受面の形状誤差の影響が流体潤滑膜によって緩和さ

れること(平均化効果)による、0.1μｍ以下の高い回転精度が比較的

容易に得られることである。油静圧軸受は回転軸だけでなく、摺動案

内に対しても研削盤を中心に数多く使用されている。摺動抵抗が極め

て小さいため、微小な送りに対してもスティック現象は生じず、また

摺動面に微小な凹凸があっても潤滑膜で吸収できるため、きわめて滑

らかな送り性能が得られる。 

縦型マシニングセンタ「Ｚμ3500」（左上図）は、Ｘ，Ｙ，Ｚ軸

に静圧軸受の案内とリニアモータ駆動を組合せ、さらに主軸にも静圧

軸受を採用することにより、案内、駆動、回転すべてが金属非接触状

態となっている。この仕様により、プログラム命令に対して、0.1μ

ｍの誤差もなく確実に追従するとともに、反転時においてもロストモ

ーションの発生がみられない。 

 この特徴により、従来マシニングセンタによる切削加工では実

現できない、形状誤差がサブミクロンオーダの高精度部品の削り

出しを実現した。（左下図：φ0.1mm ピンコネクタ切削事例） 

 

 

 

 

 

 

用途・ 

適用分野 

年々進歩する半導体やＯＡ、光学機器分野、医療部品分野などにおいて、その主要精密部品には極めて高

い加工精度が要求されているが、その加工を担う超精密加工機として適用が可能 

 

特許など 

 

 

 
   

コマツ NTC 株式会社 代表者名
取締役社長 

桃井 克志 

〒939-1595 富山県南砺市福野 100 創業 1950 年 7 月 

 資本金 60 億 1,455 万円 

ＴＥＬ：0763-22-2161 ＦＡＸ：0763-22-2743 売上高 736 億円（‘15 年 3 月期） 

ＵＲＬ：http://www.komatsu-ntc.co.jp 従業員数 1,514 人 

主な事業内容 

トランスファーマシン・専用機、研削盤、マシニングセンタ、 

クランクシャフト加工機、ワイヤソーなどの設計、製造、販売 

 

主要製品 

「トランスファーマシン・専用機」、「クランクシャフトミラー」、「研削盤」、「マシニングセンタ」、

「ワイヤソー」 
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技術名 

（テーマ） 
湿式微粒化装置「スターバースト」 

技術の概要 

 スターバーストは、最大 245MPa に加圧した原料同士をマッハ４の相対速度で衝突させることによ

り、分散・粉砕・乳化・解繊・劈開・表面改質を行う湿式微粒化装置です。チャンバーと呼ばれる粉砕室

内では、対向する噴流同士の衝突力、高速流によるせん断力、そして噴流中に発生したキャビテーション

気泡が消滅する時の衝撃力が作用し、原料がナノオーダーまで微粒化されます。処理量に応じ大型機から

卓上機まで幅広いサイズと蒸気滅菌が可能なモデルをラインアップしており、いずれにも当社独自の超高

圧ウォータージェット技術が活かされています。 

 

 

 

技術の内容 

 

 

 

 

 

 

 

従来技術 

との比較 

 

（優位性や

有用性） 

 

①エネルギー密度が高いため、短時間で微粒化。 

②粉砕媒体を使用していないため、コンタミネーションが極少。 

③媒体撹拌式に比べ、粒度分布が均一でシャープ。 

④連続処理が可能で、大容量化も容易。 

⑤固形分濃度(重量比)が 50 %のもの、高粘性 5000 mPa･s の 

ものまで処理が可能。 

⑥ライン連続処理で、大気との接触時間が少なく、酸化を 

極力抑えた処理が可能。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用途・ 

適用分野 

・不純物の混入を嫌う材料 

  電子部品用セラミックス、セラミックス添加物、医薬品、化粧品など 

・変形、鱗片を嫌う材料 

  導電性ペースト、ニッケル粒子、銅粒子など 

・粗粒の混入を嫌う材料 

  CMP スラリー、コピー用トナー、顔料など 

・研磨性の高い粒子 

  アルミナ、シリカ、酸化セリウムなど 

特許など 

特許第 3151706 号（噴流衝合装置） 

特許第 3611982 号（逆止弁） 

 
  

企業情報 株式会社スギノマシン 企業情報は P６にあります 

  
文部科学省実施 地域イノベーション戦略支援プログラムとは 

 地域イノベーション戦略支援プログラムは、地域イノベーション戦略推進地域に選定された地域のうち、文部科学省に

よる支援が地域のイノベーション戦略の実現へ大きく貢献すると認められる地域（現在３３地域）にたいして、知的財産

の形成や人材育成など、地域の主体的・自律的な活動展開に対する支援を行う事業です。①地域イノベーション戦略の中

核を担う研究者の集積 ②地域イノベーション戦略実現のための人材育成プログラムの開発及び実施 ③大学等の知の

ネットワークの構築 ④地域の大学等研究機関での研究設備・機器等の共用化の４つのメニューから構成されており、各

地域は、これらを組合せて事業を実施することとなります。 

 「とやまナノテクコネクト・コンピタンスエリア」は研究機能・産業集積高度化地域として、平成２６年度に採択され

ました。 

対向衝突イメージ

スターバースト大型機 処理例（アルミナ）

処理前

処理後

スターバースト minimo 

2014 年

機械部品賞
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技術名 

（テーマ） 
小型同時５軸制御横型ＭＣ「セルフセンタ H15B-5AX」 

技術の概要 

 小型のマシニングセンター（ＭＣ）は量産加工用として広く使用されていますが、同時５軸制御機能を

有し、かつ剛性が高いものは多くありません。そこで当社の小型ＭＣ「セルフセンタ」シリーズに、主軸

テーパー30 番横型ＭＣの同時 5 軸制御タイプ「H15B-5AX」をラインアップしました。本装置は高速・

高精度・高剛性であるため･、近年求められている複雑形状の小物部品の量産加工に適しており、要望に

応じたカスタマイズも可能です。 

 

 

 

技術の内容 

 

 

 

 

 

 

 

従来技術 

との比較 

 

（優位性や

有用性） 

①高精度、同時 5 軸制御 

 位置決め精度±4µm(フルストローク)、繰り返し精度±1µm の X･Y･Z 軸と、ダイレクトドライブ方式

でバックラッシなしの傾斜２軸円テーブル(A･C 軸)を同時制御することで、インペラなどの自由曲面を高

品位に加工。 

②高速・高剛性 

 剛性の高い Max.2 万 min-1 の主軸を､軽量化した新構造のコラムに搭載することによる高速化と、主軸

テーパ 40 番相当の加工能力を実現。チタン等の難削材にも対応。 

③省スペース 

 装置幅 1020x 奥行 2690x 高さ 1855mm のコンパクトサイズ。当社従来機に対し､設置面積比で

25%､容積比で 37%を削減し、複数台設置によるライン化にも対応。 

④ランニングコストの削減 

 送り軸の小型・軽量化による動力低減などにより、消費電力は最大 15kW と当社従来機に対し 15％

以上を削減。加減速時間の短縮に伴い加工時間も削減。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用途・ 

適用分野 

自動車用部品、精密機械部品、医療用部品 

特許など 

特許第 3655730 号「自動工具交換装置」 

特許第 4140805 号「手動ツール交換機能付きマシニングセンタ」 

特許第 4146617 号「工作機械のツールアンクランプ装置」 

特許第 4700590 号「横形マシニングセンタ」 

特許第 4801686 号「工作機械の主軸移動体におけるツールアンクランプ装置」 
  

企業情報 株式会社スギノマシン 企業情報は P６にあります 

 

装置外観 コラム構造 ライン対応例 インペラ加工例 

富山県の産学官連携体制 
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技術名 

（テーマ） 

65nm プロセスを用いたミリ波 110GHz 帯 RF CMOS 向け 

プラットフォームの開発 

技術の概要 

300mm ウェハにおける先端的な 65nm プロセスを用いて、今後用途が大きく広がるミリ波 110GHz

帯 RF CMOS 向けの LSI デバイス用プラットフォームを開発。さらに設計環境の充実によって、デバイ

ス開発から量産までの総合的なソリューションを提供。 

 

 

 

 

技術の内容 

 

 

 

 

 

 

 

従来技術 

との比較 

 

（優位性や

有用性） 

2014 年のミリ波帯技術の市場規模は 3 億ドルに迫り、今後年間平均成長率 43%で拡大する見込み（市

場調査会社 Markets and Markets のレポートより）。今回開発されたプラットフォームは、これらの技

術に対応可能な仕様。具体的には、ミリ波技術が必要な WiFi 用 IEEE802.11、ワイヤレス HDMI、WiGig

などのアプリケーションに対応可能。この RF アプリケーションでは、最大 110GHz の帯域が使用可能。

車載向け半導体工場として最高レベルとされる当社の 300mm ファブ（魚津市）の 65nm プロセスを

用いて、これらの性能を実現。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用途・ 

適用分野 

無線通信（60～77GHz）、車載レーダ（57～86GHz、主に 77GHz）、イメージングおよびスキャニ

ング（100GHz）など、さまざまなアプリケーションを対象とする 65nm プロセスを用いたミリ波

110GHz 帯 RF CMOS 向けプラットフォーム 

特許など 

 

 

 
   

パナソニック・タワージャズ セミコンダクター株式会社 代表者名
CEO (代表取締役) 

ガイ エリストフ 

〒937-8585 富山県魚津市東山 800 番地 創業 2014 年 2 月 

 資本金 750 百万円 

ＴＥＬ：0765-22-5521 ＦＡＸ： 売上高 341 億円（2014 年） 

ＵＲＬ：http://tpsemico.com/ 従業員数 1,786 名 

主な事業内容 

 

半導体ウェハ受託製造 

 

主要製品 

 

イメージセンサ、高周波/高耐圧集積回路、S-LSI、パワー半導体 など 

 

半導体チップの断面写真 

銅配線

ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀ 1層目

2層目

3層目

4層目

5層目

6層目

7層目

配線層

400nm
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技術名 

（テーマ） 
アルミニウム合金とマグネシウム合金の高強度面接合技術 

技術の概要 

 

マグネシウムとアルミニウムの接合には中間材に純チタンを使用。 

破壊の原因になりやすい反応層を数十 nm まで薄く制御することで高強度化した。 

 

 

 

 

技術の内容 

 

 

 

 

 

 

 

従来技術 

との比較 

 

（優位性や

有用性） 

 

 マグネシウム合金は実用金属で最軽量であるが、強度や耐食性に問題があり、その活用があまり進んで

いない。このため、部分的にアルミニウム合金と組み合わせたマルチマテリアル部材（異材接合部材）が

求められている。しかしながら通常の溶融溶接では、これら金属間で極めて脆弱な反応層が容易に形成さ

れ、強度のある接合は不可能であった。 

本技術は、アルミニウム合金とマグネシウム合金の高強度面接合について、プレス機を用いた鍛接法に

より実現したものである。塑性流動性が良くマグネシウムとの反応が乏しい純チタンをインサート材とし

て用いることで、反応層の厚みを数十 nm まで薄く制御（ナノテク界面）することで、これを達成した。

接合部材の引張強さは 151 MPa を記録し、鉄道車両部材などに用いられる最先端の摩擦拡販接合

（FSW）法による接合強度（０～１２０MPa 程度）を大きく上回る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

用途・ 

適用分野 

自動車、鉄道車両及び航空機などの輸送機器分野のほか、電機・機械産業、また今後さらなる需要の増大

が見込まれる介護福祉や医療分野など 

 

特許など 

2010 年に特許出願（2015 特許登録）。 

富山県工業技術センターとの共同研究開発。 

 
   

BBS ジャパン株式会社 代表者名
代表取締役社長 

森山 明 

〒933-0313（高岡本社）高岡市福田六家 525 創業 昭和 46 年 7 月 29 日 

 資本金 1 億円 

ＴＥＬ：0766-31-0021 ＦＡＸ：0766-31-1403 売上高 50 億円 

ＵＲＬ：http://www.bbs-japan.co.jp 従業員数 300 名 

主な事業内容 

 

車輛用軽合金ホイールの輸出入及び国内製造販売 

 

主要製品 

 

タイヤホイール 

 

 
図２ 接合面の断面 TEM 観察 図１ 引っ張り試験後の Al-Mg 接合部材 
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技術名 

（テーマ） 
急冷凝固用銅ロール 

耐摩耗性/ 

耐焼付性 銅合金精密部品 

技術の概要 

銅の持つ優れた熱伝導性に 

 高強度をプラスした 中越開発材 

『ＣＣＭ』が微細組織を創り出します。 

     CCM･･･Cu-Cr-Zr 析出硬化型合金 

自動車や鉄道車両、油圧機器等に使用される 

機能部品には、耐摩耗性/耐焼付性/高精度が 

要求されます。中越合金は高性能銅合金を、 

ミクロンオーダーの加工技術で供給します。 

 

 

 

技術の内容 

 

 

 

 

 

 

 

従来技術 

との比較 

 

（優位性や

有用性） 

 

ハイブリット車に欠かせないモーターには、磁力

の強いネオジム磁石と電磁鋼板が使われています。

何れも「ストリップキャスター」と呼ばれる液体か

らの急冷凝固プロセスが必要又は今後主流に成り

つつある製造法です。そのキーとなるのが、高温の

溶湯から素早く熱を奪い、固める【銅ロール】です。

中越合金では、Nd-Fe-B やアモルファスはもち

ろん、ナノ結晶や Al，Mg の薄板製造時に最適な『Ｃ

ＣＭ』を開発し、急冷凝固が要求される様々な用途

に対応します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

急冷凝固プロセスが生み出すナノ結晶や 

アモルファスは中越材『ＣＣＭ』が支えます。 

 

 

 

近年、銅合金摺動材においては、環境影響を配慮

して、Pb を含有する従来材から鉛レス材への転換

が急速に進んでいます。また、急激な環境変化への

適応性も要求されるため、高い寸法精度が必要で

す。 

中越合金では、Ｐｂを含有しない環境対応型銅合

金を多数ラインナップしていると共に、ミクロンオ

ーダーの加工技術で、高性能で高品質な製品を提供

致します。 

  最高の耐焼付性 ： ＢＭ-9Ｅ 

  最高の耐摩耗性 ： ＡＴ-3Ｅ 

  油圧業界標準材 ： Ｐ-31Ｃ 

 

用途・ 

適用分野 

・急冷凝固用銅ロール 

磁性材料(アモルファス) 

ナノ結晶材料 

アルミニウム、マグネシウム等軽合金薄板 

自動車、鉄道車両、油圧機器、一般産業機械の 

・省スペース化の実現 

・耐摩耗性、耐焼付性のアップ 

・鉛レスへの対応が要求される各種部品 

特許など 

日本特許第 2863627 号 

中国商標第 9370239 号 

 

 

日本特許第 3335002 号 

 
   

中越合金鋳工株式会社 代表者名
代表取締役社長 

本多 真貴 

〒930-0298 富山県中新川郡立山町西芦原新 1 番地 1 創業 昭和 24 年 6 月 

 資本金 499,661,500 円 

ＴＥＬ：076-463-1211 ＦＡＸ：076-463-1230 売上高 190 億円/年 

ＵＲＬ：www.chuetsu-metal.co.jp 従業員数 700 名 

主な事業内容 

原材料の溶解・鋳造・鍛造・熱処理から完成品加工までの一貫生産ラインと、充実した分析装置

による確かな品質保証体制で、純銅/青銅/黄銅など各種銅合金の製造・販売を行っています。 

 

主要製品 

① 鉄鋼・非鉄金属用 鋳型 【急冷凝固用銅ロール】 

② 自動車部品       【シンクロナイザーリング、ワンウェイクラッチ、ターボ用部品】

③ ベアリングリテーナー  【鉄道車両用、ジェット機用、一般産業用】     など 
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技術名 

（テーマ） 
工作機械部品・自動車関連部品の高精度切削加工技術 

技術の概要 

工作機械や自動車関連の高精度部品製造では最終工程の研削作業、ラップ作業が非常に重要である。これ

ら作業では、使用機械における最適な工具選定や加工手法等を把握し、機械性能を最大限に引き出す高い

技能が必要である。当社では、治具・工具を独自製作し、高い技能に裏付けられた高精度切削加工を実現。

 

 

 

 

技術の内容 

 

 

 

 

 

 

 

従来技術 

との比較 

 

（優位性や

有用性） 

 

工作機械の重要部品「スピンドル」は、これに工具を取り付けて最高 12,000min-1 の高速回転で使用

される。高精度工作機械の実現のため、スピンドルには 1μｍ以下の同軸度・真円度が要求される。また、

自動車関連部品の「変速機用部品」には Rz0.2～0.8μｍ と高い表面粗さが要求されるものがある。 

しかし、こうした部品加工を行う際、製造機械の稼働時間等、様々な加工条件によって加工精度が影響

を受ける。このため高精度部品製造を実現するには高性能な機械だけでなく、これを使う技術者の高度な

技能が不可欠となる。 

当社では上記高精度部品を安定的に生産する為に、技術者からのアイデアを基に治具・工具を 

独自に社内製作して、研削作業及びラップ作業における高い技術力を確立・継承している。 

 

 

 

       

 

 

 

 

用途・ 

適用分野 

用  途：工作機械用部品、自動車関連部品 

適用分野：工作機業界、自動車業界 

 

特許など 

 

 

 
   

株式会社石金精機 代表者名
代表取締役 

清水 克洋 

〒939-8032 富山県富山市流杉 255 番地 創業 1951 年 

 資本金 3000 万 

ＴＥＬ：076-423-8317 ＦＡＸ：076-425-0242 売上高 10 億 6000 万 

ＵＲＬ：http://www.ishigane-fas.co.jp 従業員数 76 人 

主な事業内容 

工作機械、半導体装置、HDD 組立装置、省力機械等の精密機械部品の設計製作、自動車部品等

の試作、医療関連・航空機関連部品の製作 

 

主要製品 

 

精密機械部品 
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技術名 

（テーマ） 

自動車部品事業におけるアルミ鋳造製品のマイクロメータオーダの 

高精度な加工・保証・維持技術 

技術の概要 

 

積極的な設備投資と技術開発で構築した一貫生産体制による自動車無段変速機（ＣＶＴ）ソレノイドバル

ブ用「スリーブ」のマイクロメータオーダの高精度加工および品質保証。 

 

 

 

 

技術の内容 

 

 

 

 

 

 

 

従来技術 

との比較 

 

（優位性や

有用性） 

 

自動車の無段変速機（ＣＶＴ）を最適に制御する油圧切替弁（ソレノイドバルブ）の性能を左右する超

高精度自動車部品（スリーブ）を製造。これは、変速をスムーズに機能させる重要部品で、マイクロメー

タオーダの寸法精度が要求される。当社では、鋳造欠陥の少ない「層流ダイカスト法」を 2009 年に確

立し（北陸では当社のみ）、３台のダイカストマシンで素材を鋳造。2010 年に、0.1μｍまで設定可能

な CNC 旋盤加工設備や高精度測定装置（CNC 真円度測定器、表面粗さ・輪郭形状統合測定機）を導入

し、マイクロメータオーダの加工と製品の精度保証を行ってきた。 

高精度スリーブの実現によって、ソレノイドバルブの摩擦抵抗の低減、高応答性が期待でき、それによ

って CVT の変速がスムーズになり、燃費や乗り心地も向上する。そのため、スリーブ製造の各工程にお

いて品質管理を徹底し、真円度や表面粗さ・輪郭形状の測定データをもとに、わずか数ミクロンの誤差の

微調整を行い、改善に努め、常に精度を確かめながら加工に向き合い、高精度なクオリティで合格品質を

維持している。また、アルミニウムの気温変化による熱膨張を考慮し、20℃±１℃に保たれた検査室を

設置。常に同じ条件の下、品質や寸法を保証できる環境を整備。 

当社の強みは、このスリーブの金型設計―金型製作―鋳造

―加工―検査―出荷までの全てを自社で行う一貫生産体制の

構築にある。一貫生産可能なことから、顧客の納期やマイク

ロメータオーダの高精度加工に柔軟に対応可能。その結果、

顧客の高い信頼を得ており、現在、当社のスリーブは世界シ

ェアの 15％を占めるに至っている。 

 

 

 

 

 

用途・ 

適用分野 

自動車無段変速機（ＣＶＴ）ソレノイドバルブ用スリーブ 

その他高精度アルミ鋳造部品など 

 

特許など 

 

無し 

 
   

株式会社 松村精型 代表者名
代表取締役 

松村 浩史 

〒933-0951 富山県高岡市長慶寺 805 番地 創業 1946 年 

 資本金 2 億 5 千万円 

ＴＥＬ：0766-25-1715 ＦＡＸ：0766-25-1776 売上高 17 億円 

ＵＲＬ：http://www.matsump.com 従業員数 125 名 

主な事業内容 

金型事業：低圧鋳造及びダイカスト用金型の製造及び試作鋳造、販売 

自動車部品事業：高気密・高精度アルミ鋳造製品の販売及び試作、販売 

 

主要製品 

２輪・４輪エンジン・駆動・足回り部品の鋳造用金型（シリンダーヘッド・バルブボディ金型等）

自動車用ＣＶＴのソレノイドバルブ用スリーブ  

 

ソレノイドバルブ用高精度スリーブ 
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技術名 

（テーマ） 
金型表面加工による高機能化 

技術の概要 

金属の表面に特殊な処理を行うことで、「離型性改善」「汚れ付着防止」「磨き工数削減」「破損防止・長寿

命化」などの効果を与える。当社では、実際のプラスチック成形金型で効果を確認し、2014 年より、

金型製造へ適用している。 

 

 

 

 

技術の内容 

 

 

 

 

 

 

 

従来技術 

との比較 

 

（優位性や

有用性） 

 

 

表面処理の工程は「①クリーニング工程」と「②ピーニング工程」の 2 工程となる。 

1. 「クリーニング工程」  

 金属表面の偏析物・バリ・カエリ・ドロップレット(液滴)・ 

マイクロパーティクル(微粒子)を 

除去する。 

２． 「ピーニング工程」 

 マイクロクラック(微細な割れ)・マイクロポロシティ(微細空孔)を閉塞する。 

 滑り性、圧縮応力を付加し、表面組織を緻密化する。 

  

金属表面に処理を行うことで、以下の効果がある。 

・プラスチック成形金型の離型性の改善。 

・金型・切削工具・成形機スクリューの長寿命化、破損防止。 

・プラスチック成形時のコンタミ防止 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用途・ 

適用分野 

プラスチック成形金型 

切削工具 

成形機スクリュー 

特許など 

 

 

 
   

三光合成株式会社 代表者名
代表取締役社長 

黒田 健宗 

〒939-1852 富山県南砺市是安 4185 創業 1940 年 

 資本金 2,885 百万円 

ＴＥＬ：0763-62-3968 ＦＡＸ：0763-62-8000 売上高 50,174 百万円 

ＵＲＬ：http://www.sankogosei.co.jp/ 従業員数 2,473 人 

主な事業内容 

 

合成樹脂成形品の製造、合成樹脂成形用金型の設計、製造及びそれらの販売 

 

主要製品 

 

車両用部品、情報通信機器、家電住設部品及び金型 

 

処理あり

処理なし 

②ピーニング工程②ピーニング工程

 表面拡大写真（処理前） 表面拡大写真（処理後）
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技術名 

（テーマ） 
鍛造用アルミニウム合金小径連続鋳造棒 TG-bar 

技術の概要 

 

自社開発の断熱鋳型による急速急冷鋳造方式で製造される鍛造成形性に優れた高品質なアルミニウム合

金小径連続鋳造棒 

 

 

 

 

技術の内容 

 

 

 

 

 

 

 

従来技術 

との比較 

 

（優位性や

有用性） 

 

従来の連続鋳造法は、水冷された鋳型と冷却水による二重冷却構造を有するため、周期的な表面欠陥を

はじめ、表層組織の不均一や成分偏析が生じてしまう。鋳型の一次冷却を低減した横型式ホットトップ鋳

造法も多様な合金種（特に、高濃度の難加工合金）や大径のビレット製造が苦手である。 

新鋳造法は、鋳型を断熱構造とし、鋳型下端から噴出する冷却水で凝固を完了させることで、従来の二

重冷却構造を格段に低減している。横型連鋳棒が苦手な難加工合金でも成分偏析が少なく、微細、均一な

鋳塊組織が得られるため、精密／特殊工法の過酷な熱間／冷間鍛造で優れた加工性を実現する。 

 また、ナノスケールの晶出／析出制御に基づく合金／熱処理設計と TG-bar 鋳造法を融合させること

で、多岐に至る高度な要求に応えるオリジナルの新機能材料が提供できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用途・ 

適用分野 

熱間及び冷間鍛造用素材として全般に適用できる 

・四輪／二輪の足回り、駆動系製品やフレーム系製品 

・二輪他のエンジンピストン製品 

他 

特許など 

・特許 5689669「Al-Si 系アルミニウム合金の連続鋳造方法」 

・特許 5778415「Al-Mg-Si 系アルミニウム合金」 

・特許 4907248「Al-Si 系アルミニウム合金の連続鋳造方法」 

他 
   

三協立山株式会社 代表者名
代表取締役社長 

山下 清胤 

〒933-8610 高岡市早川７０番地 創業 1960 年 6 月 20 日 

 資本金 150 億円 

ＴＥＬ：0766-20-2101 ＦＡＸ：0766-20-2082 売上高 2,923 億円 

ＵＲＬ：http://www.st-grp.co.jp 従業員数 5707 名 

主な事業内容 

 

建材事業、マテリアル事業、商業施設事業、海外事業 

 

主要製品 

 

ビル・住宅・エクステリア建材、アルミビレット、アルミ押出形材、店舗什器、サイン・看板 

 

断熱鋳型式鋳造法断熱鋳型式鋳造法

型で冷やさない
水だけで冷やして
下から固める

冷えた型と水の
2方向から

固める

DC鋳造法DC鋳造法
断熱鋳型式鋳造法断熱鋳型式鋳造法

型で冷やさない
水だけで冷やして
下から固める

冷えた型と水の
2方向から

固める

DC鋳造法DC鋳造法
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技術名 

（テーマ） 
超精密微細構造化シート 

技術の概要 

 

当社は再帰反射シート製品で培われた“超精密金型加工”、“連続シート成形”、“両面成形”を融合し、熱

可塑性プラスチック表面に『超精密微細構造』を付与した高機能性シートの開発に取り組んでいます。 

 

 

 

 

技術の内容 

 

 

 

 

 

 

 

従来技術 

との比較 

 

（優位性や

有用性） 

①超精密金型加工 

ナノレベルの表面粗さ(Ra)にてマイクロメートルオーダーサイズの微細形状を金型に付与可能 

②連続シート成形 

膜厚 50～500µm、最大 600mm 幅の超精密微細構造化シートをロールにて供給可能 

③両面成形 

シートの両面側に超精密微細構造を付与したユニークなシートをロールにて供給可能 

①～③の金型加工からシート供給まで、自社内で一貫して対応することが可能です。ユーザー様の用途に

応じた新たな用途展開を目指します。 

 

 

 

 

 

                                                  図 2. 三角錐形状シート 

 

 

 

図 1. 再帰反射シート 

図 4. 両面成形シート 

 

図 3. マイクロレンズ凸&凹 

 

用途・ 

適用分野 

再帰反射シート、マイクロレンズシート、バイオチップシート、撥水シート、装飾シート、太陽電池用集

光シート、導光シート等 

 

特許など 

 

再帰反射シートに関する多数の特許権を保有しています。 

 
   

日本カーバイド工業株式会社 代表者名
代表取締役社長 

平田 泰稔 

〒108-8466 東京都港区港南 2-16-2 創業 1935 年 

（〒936-8555 富山県滑川市大島 530） 資本金 7,034 百万円 

ＴＥＬ：03-5462-8200 ＦＡＸ：03-5462-8244 売上高 57,059 百万円(連結) 

ＵＲＬ：http://www.carbide.co.jp/ 従業員数 3,688 名(連結) 

主な事業内容 

 

化学品、機能樹脂、機能フィルム、再帰反射シート、電子材料、建材、エンジニアリング 

 

主要製品 

ファインケミカル製品、メラミン樹脂製品、接着製品、マーキングフィルム、ステッカー、包装

用フィルム、再帰反射シート、セラミック基板、厚膜印刷製品、プリント配線板、住宅・ビル用

アルミ建材、産業プラントの設計・施工など 
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技術名 

（テーマ） 

大面積・高精度ナノインプリント（ナノパターン転写）の 

独自技術確立と量産 

技術の概要 

親会社の SCIVAX 株式会社（本社：川崎市）で開発した独自のナノインプリント技術（大面積一括転

写、多数個一括転写及び曲面転写技術）を活用し、もの作りを得意とする日研プラント株式会社（本社：

富山市）の協力により、NSI 株式会社は、ナノパターンの加工受託を半導体工場並みのクリーン環境下で

量産体制を確立。 

 

 

 

技術の内容 

 

 

 

 

 

 

 

従来技術 

との比較 

 

（優位性や

有用性） 

 

従来の微細加工技術として、インクジェットや凸版・凹版などの印刷技術、射出成型やプレス成型技術が

あるが、いずれも、500nm 以下のナノパターンの加工は、現状困難である。他方、最先端の微細加工技

術に、電子線描画(EB)や半導体露光（EUV・ArF・KrF）などがあるが、いずれも、装置価格が数十億

円と高価である。 

SCIVAX は、それら最先端の微細加工技術と同等の超精密転写が可能なナノインプリント技術の実用化

に取り組み、機械製造装置やものづくりを得意とする日研プラントの協力により、１メートル角を超える

大面積加工、レンズ曲面への適用、高精度なウエハへの加工を可能にした独自のナノインプリント技術を

確立させてきた。これらは、ナノインプリント技術では現時点で世界唯一の技術である。 

NSI 株式会社は、この技術を用いたナノパターンの試作加工・量産加工の依頼先として、ファウンドリ事

業を唯一行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NSI 株式会社は、日研プラントと SCIVAX の 50：50 の折半出資会社。 

用途・ 

適用分野 

 

光学部品・バイオ関連製品・電子部品など微細加工が必要なあらゆる用途・製品の提供 

 

特許など 

現在、出願中も含め、50 件以上の特許を保有（SCIVAX）。 

問合せ先：SCIVAX 株式会社（http://www.scivax.com/） 

 
   

NSI 株式会社 代表者名
代表取締役 

山口 正人 

〒939-2202 富山市小黒 199 番地 創業 2014 年 9 月 

 資本金 40,000 千円 

ＴＥＬ：076-467-5755 ＦＡＸ：076-467-5756 売上高 2,775 千円 

ＵＲＬ： 従業員数 7 名 

主な事業内容 

 

ナノインプリントファウンドリ（ナノパターン加工受託） 

 

主要製品 

 

同上 

 

 

生産工場外観

天井全面
Hepaフィルタ

床全面
グレーチング

NSI株式会社ナノインプリントファウンドリ事業所

生産工場内クリーンルーム(設備搬入前)

Moth-eye pattern 
pitch250nm

Line&Space
pattern

Pillar pattern 
φ230nm

Hole pattern 
φ230nm

Pillar pattern 
φ100nm

Line&Space
pitch100nm
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技術名 

（テーマ） 
射出成形による樹脂製マイクロチップ・デバイスの量産化技術 

技術の概要 

 

射出成形による微細構造の樹脂製マイクロチップ、デバイスの量産、低コスト化を実現 

 

 

 

 

 

技術の内容 

 

 

 

 

 

 

 

従来技術 

との比較 

 

（優位性や

有用性） 

 

 

 当社オリジナル樹脂材料を開発した。ポリプロピレン系樹脂とエラストマー系樹脂から成る樹脂組成物

で、射出成形によって金型のマイクロメーターオーダの凹凸を忠実に転写可能。 

 

 金型にはシリコンウエハを半導体プロセスで微細加工した基板を採用しており、この微細形状金型の凹

凸を忠実に再現することで、高精度な樹脂製流路成形品の量産を実現した。 

 

 この材料は、接着剤など使用せずに複数の構造体を接合して接合構造体およびマイクロ部品を作製可能

な点が特長としてあげられる。 

 

 

 

 

 

 

用途・ 

適用分野 

・医療向け検査チップ（血液検査など） 

・理科学機器製品 

・その他、液体検査など 

特許など 

富山県工業技術センター、富山大学との共同研究開発により特許取得。 

Pat No.3981139 転写性に優れた樹脂組成物 

Pat No.3867126 転写性に優れた樹脂組成物を用いたマイクロ部品 

Pat No.4000401 接合構造体 
   

株式会社リッチェル 代表者名
代表取締役社長 

蓮池 浩二 

〒930-0357 富山県中新川郡上市町正印５１５ 創業 昭和 35 年 7 月 23 日 

 資本金 6 億 1,800 万円 

ＴＥＬ：076-472-3058 ＦＡＸ：076-472-3765 売上高 95 億 6,000 万円 

ＵＲＬ：http://www.richell.co.jp/ 従業員数 386 名 

主な事業内容 

・プラスチックを中心とした自社ブランド品等の製造販売 

・プラスチック製工業用品等の受託製造 

 

主要製品 

・プラスチックを中心とした自社ブランド品等の製造販売 

・プラスチック製工業用品等の受託製造 
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技術名 

（テーマ） 
ゆらぎ華飾技術 

技術の概要 

 

自然界に存在する水面やモルフォ蝶などの持つ眺める方向による色調・明暗の魅力的な変化を付けるな

ど、プラスチック製品に付加価値のある見栄えを与える加飾技術。 

 

 

 

 

技術の内容 

 

 

 

 

 

 

 

従来技術 

との比較 

 

（優位性や

有用性） 

 

ゆらぎ華飾技術は、『ゆらぎ』を表現する数式を用いた設計と精密な金型加工の融合により、プラスチッ

ク表面に動き感や奥行き、陰影のあるテクスチャーを付加する技術です。 

 

・デザインの自由度が高く、お客様のニーズに合わせた設計が可能です。 

・ナノ加工表面処理や多層膜蒸着などによる構造色を組み合わせた、より付加価値の高い見栄えの提案も

可能です。 

・射出成形金型またはフィルムエンボスロール金型への加工となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用途・ 

適用分野 

・自動車内装 

・家電および電子機器 

・建材 

特許など 

 

特許取得済み 

 
  

企業情報 三光合成株式会社 企業情報は P1８にあります 

 

とやまナノテククラスター

事業推進体制 
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技術名 

（テーマ） 
ガラスとガラス及びポリカーボネートとの特殊樹脂による接合技術 

技術の概要 

大手化学メーカーと共同開発したアクリル樹脂を用い、ガラスとガラス或いはガラスとポリカーボネー

トを常温で重合接着する技術。ガラスとポリカーボネートは熱膨張率が異なるため、従来のフィルムによ

る合わせ加工が困難であったが、特殊な液体樹脂を用いることにより常温での重合を可能とした。 

 

 

 

 

技術の内容 

 

 

 

 

 

 

 

従来技術 

との比較 

 

（優位性や

有用性） 

 

ガラスとガラスやガラスとポリカーボネートの間に特殊な 

液体アクリル樹脂を注入し、常温で重合接着させる技術。 

樹脂への加色や機能材の添加により遮熱・断熱・防音効果を 

持たせることも可能である。また、樹脂層に異素材を挟み込む 

ことにより、製品の意匠性や耐衝撃性、防割性を高めることも 

可能とした。 

 

当社の樹脂合わせガラスは、オフィスビルの壁面や手摺に使 

用されている他、加色することにより意匠性の高い製品として 

モニュメント、照明カバー、柱巻等にも使用されている。また 

、ガラスとポリカーボネートの樹脂合わせガラスは、ポリカー 

ボネートの耐貫通性や、クーラント、傷に強いというガラスの 

利点を併せ持ち、工作機械の覗き窓として多くのメーカーで使 

用されている。 

 

最近では、樹脂に特殊な試薬を添加し「樹脂全体に泡を発生 

させた合わせガラス」（特許取得）や木の葉を挟み込む技術の開 

発を進めており、樹脂の特性を利用した製品開発も進めている。 

 

 

 

 

 

用途・ 

適用分野 

 

建築資材（内外装、手摺）や照明カバー、工作機械覗き窓、モニュメント等 

 

特許など 

平成 19 年 7 月「パネル体」（三協立山㈱との共同特許） 

平成 23 年 4 月「ビニル重合体製造方法」（菅野修一氏（東北生活文化大学教授との共同特許） 

平成 23 年 4 月「ビニル重合体製造方法②」（ 同上 ） 

平成 27 年 10 月「泡入り合わせガラスおよびその製造方法」 
   

新光硝子工業株式会社 代表者名
代表取締役社長 

新海 伸治 

〒939-1315  富山県砺波市太田 1889-1 創業 1953.8.1 

 資本金 50 百万円 

ＴＥＬ：0763-33-1779 ＦＡＸ：0763-33-1796 売上高 1,056 百万円 

ＵＲＬ：http://shinkoglass.co.jp 従業員数 76 人 

主な事業内容 

 

ガラスの 2 次加工 

 

主要製品 

 

曲げガラス、合わせガラス（フィルム・樹脂）、複層ガラス、エッチングガラス 
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技術名 

（テーマ） 
熱可塑性複合材料の量産成形技術 

技術の概要 

CFRTP をはじめとする熱可塑性の複合材料は、一般的に生産サイクルの長い熱硬化性のものに対して、

生産サイクルが短く、自動車など大量生産に適しているとされてきた。しかしその材料特性やハンドリン

グ性から連続生産が困難であった。本技術は、この欠点を解消し連続生産を可能とする量産成形技術であ

り、自動車の生産ラインスピードに対応する生産が可能となる。 

 

 

 

技術の内容 

 

 

 

 

 

 

 

従来技術 

との比較 

 

（優位性や

有用性） 

＜従来技術＞ 

・基材の材料特性からサイクル短縮及び連続成形が困難。 

・大型成形品は材料のハンドリングが困難で成形が不安定。 

・部品として使用するには後加工など成形加工以外に工程が必要。 

 

 

 

 

 

 

 

＜新技術＞ 

・熱可塑性複合材料のハイサイクルな連続成形を実現。 

・MAX□１８００の大型成形品にも対応。 

・形状の自由度を増す射出成形による形状付加も同時加工。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜応用性＞ 

・種々の熱可塑性材料に対応可能 

 

用途・ 

適用分野 

・自動車の構造材（フレーム、パネル）  

・建築用の構造部材 など 

特許など ・特許出願中 
   

株式会社タカギセイコー 代表者名
代表取締役社長 

八十島 清吉 

〒933-8628 富山県高岡市二塚 322 番地の 3 創業 大正 2 年 5 月 

 資本金 2,090,138,500 円 

ＴＥＬ：0766-24-5522 ＦＡＸ：0766-25-8309 売上高 52,508 百万円（2014 年 3 月期、連結）

ＵＲＬ：http://www.takagi-seiko.co.jp/ 従業員数 ９５１名 

主な事業内容 

プラスチック製品の製造、販売 

プラスチック成形用金型の製造、販売 

金属プレス製品の製造、販売 

製品設計、技術支援等のエンジニアリング業務 

主要製品 
携帯電話用、情報処理機器用、事務機器用、二輪車・四輪車・汎用車輌用、 

農業機械用、建設機械用、住宅機器用等の各種プラスチックス製品 

 基材調整

＜新技術＞

 

＜従来技術＞
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技術名 

（テーマ） 

富山県で産出される資源をプラスチックにフィラー材として混練し、 

新しい機能性を持たせたプラスチック原料の製造技術 

技術の概要 

 石油 100％のプラスチック原料に富山県内で産出される未利用資源を混練し、プラスチックの使用量

を減らすと、環境に優しい新しいプラスチック原料が出来る。フィラー材を混練すると従来のプラスチッ

クが持っていない新しい機能が発現し、また、フィラー材を多く混練すると価格の安いプラスチック原料

ができる。 

 

 

 

技術の内容 

 

 

 

 

 

 

 

従来技術 

との比較 

 

（優位性や

有用性） 

 プラスチック原料は、射出成形や押出し成形されてプラスチック製品に生まれ変わる。しかし、プラス

チックは石油由来の原料で原油価格に大きく影響されるだけでなく、二酸化炭素の排出量が多く、環境に

優しい材料とはいえない。当社では、ミクロフィラー化技術を応用し、プラスチック原料にフィラー材を

大量に混練する研究を行い、新しい素材を生産する技術を開発した。 

①ＦＰＣ＝火力発電所から出る燃焼灰（フライアッシュ）をフィラー材としてプラスチックに 50～70％

混練した原料である。この FPC は、物理的強度などは従来のプラスチックと変らないが、燃焼灰を混練

することで紫外線による劣化が生じにくく、プラスチックの耐光性が高くなる。当社の技術は、この燃焼

灰を資源として利用することで、FPC の価格を大幅に安くすることができる。 

②ＡＰＣ＝富山県はアルミ産業が盛んであるが、アルミ製品製造時に汚泥が出る。この汚泥はアルミスラ

ッジと呼ばれ、成分は水酸化アルミニウムである。水酸化アルミニウムは、加熱されると水分を排出する

特徴があり、これを利用して燃焼しにくいプラスチックの製造技術の開発を行っている。水酸化アルミニ

ウムをどの様にプラスチックに混ぜるとこの機能が発揮されるかが難しいが、当社で開発したアルミスラ

ッジ 70％、ポリプロピレン 30％を混練したプラスチック原料は、難燃性を示している。住宅火災が発

生した場合、サッシなどの部品が燃焼すると逃げ遅れの原因になる。当社のＡＰＣを原料にサッシ部品な

どを製造すると、安全性の高い製品が作れる。 

③ＷＰＣ、TPC＝木粉をプラスチックと混練するＷＰＣ材料は世界中で作られており、ウッドデッキな

どの材料に使用されている。当社でも、富山県産の杉間伐材を微粉砕してプラスチックと混練した原料を

製造しているが、木の乾燥や微粉砕などに多くのエネルギーを使うことからコスト的にも厳しい状況にあ

る。また、富山県のようなダムの多い県ではダムに多くの流木が溜まるが、取り扱いの難しい廃棄物であ

り処理に困っているのが現状である。当社ではダム流木を 200℃程度の加熱水蒸気で半炭化処理したも

のをプラスチックに混練し、TPC を製造している。半炭化技術は、短時間で多量の木を半炭化すること

ができ、半炭化後は粉末状で出てくるので粉砕の工程も不要である。また、半炭化すると燃焼カロリーが

高くなることから TPC は使用後に燃料としても使える。 

 

用途・ 

適用分野 

 現在は、フィラー材を混練したプラスチックの様々な評価が終了した段階である。生産量も 3～5ｔ/

日程度は可能である。現在、建築や土木分野などから問い合わせがあるが、今後展示会などに出展し多く

の企業様にご披露したい。 

特許など 

 

 現在、特許出願中。 

 
   

株式会社戸出Ｏ－Ｆｉｔ 代表者名
代表取締役社長 

高畑 敏夫 

〒939-2251 富山市下大久保 2820 番地 創業 平成 23 年 11 月 

 資本金 5,100 万円 

ＴＥＬ：076-461-5440 ＦＡＸ：076-461-5449 売上高 0 

ＵＲＬ：http://www.h-tkc.co.jp/ 従業員数 9 名 

主な事業内容 

 

新しいプラスチック原料の研究と製造技術の開発 

 

主要製品 

FPC（Flyash Plastic Composite）,APC(Aluminum-sludge Plastic Composite）   

WPC(Wood Plastic Composite）,TPC(Torrefaction-wood Plastic Composite） 
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技術名 

（テーマ） 
C3fit IN-pulse（インパルス）シリーズ 

技術の概要 

 

「C3fit IN-pulse」シリーズは東レ株式会社と日本電信電話株式会社が開発・実用化した機能素材“hitoe”

を活用したウエア型のトレーニングデータ計測用デバイスです。 

 

 

 

 

技術の内容 

 

 

 

 

 

 

 

従来技術 

との比較 

 

（優位性や

有用性） 

 

C3fit IN-pulse（インパルス）シリーズは着用するだけで心拍の計測ができる全く新しいウエア。ウエア

型のため、長時間のトレーニングの時の着用でも違和感やセンサーのずれが少なく、正確に心拍が計測で

きるので、ウォーキングやヨガなどの健康スポーツ、効果的なトレーニング、戦略的なレースなど様々な

目的に合わせて活用できます。 

取得した心拍数データは、スマートフォン専用アプリケーション「Runtastic for docomo」や GPS マ

ルチスポーツウォッチ「Polar」との連動により、表示や履歴の管理などが簡単にできます。 

 

 

 

 

     

用途・ 

適用分野 

 

スポーツウエア 

 

特許など 

 

 

 
   

株式会社ゴールドウイン 代表者名
代表取締役社長 

西田 明男 

〒932-0193 富山県小矢部市清沢 210 創業 1951 年 12 月 22 日 

 資本金 70 億 7,900 万円 （2015 年 3 月 31 日現在）

ＴＥＬ：0766-61-4800 ＦＡＸ：0766-61-4803 売上高 574 億 1,700 万円（連結） 

ＵＲＬ：www.goldwin.co.jp 従業員数 1,471 名 

主な事業内容 
各種スポーツ用品の製造および販売 

 

主要製品 

登山用ウエア、マリンウエア、アウトドア用品および関連商品、トレーニングウエア、バスケッ

トボールウエア、テニスウエア、フィットネスウエア、スイムウエア、ゴルフウエアおよび関連

商品、スキーウエア、スノーボードウエア、モーターサイクルウエアおよび関連商品、その他機

能アンダーウエア、ハイテックウエア（防塵服）など 
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技術名 

（テーマ） 

ポリウレタンナノファイバー不織布とトリコット生地を貼り合わせた 

次世代透湿防水性生地 

技術の概要 

織物や丸編みとナノファイバー不織布を貼り合わせた素材は市販されている情報はあるものの、トリコ

ット生地とナノファイバー不織布を貼り合わせた素材はまだ上市されていない。 

織物には無く、丸編みでは伸びすぎる伸縮性の不具合を解消し且つ、ナノファイバーを破壊しない適度

な伸びと、高い透湿防水性を兼ね備える素材が完成した。 

 

 

 

技術の内容 

 

 

 

 

 

 

 

従来技術 

との比較 

 

（優位性や

有用性） 

 

従来の織物生地と透湿防水フィルムの貼り合わせ生地は、透湿性はあるものの、伸びが無く、通気性が

ゼロであることから、使用機会によっては動きづらく、衣服内が蒸れて不快になることがあった。 

本技術は伸びのあるトリコット生地と透湿防水性のあるポリウレタンベースのナノファイバー不織布

を貼り合わせることによってその問題を解決するものである。 

 伸びについては貼り合わせたナノファイバー不織布を破壊しないようにするために、ある程度生地が伸

びたところでテンションが発生し伸びが止まるようなトリコット生地を開発した。 

 ナノファイバー不織布についてはトリコット生地へ確実に追従するよう厚み等をコントロールしたの

と貼り合わせる際の接着剤の塗布量と塗布面積に十分注意しながら最適化を図った。 

 完成した素材をウェアに縫製し、従来の織物生地と透湿防水フィルムを貼り合わせた生地からなる市販

ウェアとで衣服内湿度の時間変化を発汗サーマルマネキンで計測したところ、従来品と比較して３０％以

上の湿度減少が確認された。 

 本技術はアウトドアウェアを中心に、 

埃や水分を嫌うモノや場所への防護カバーとしても 

最適であり、有用性がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用途・ 

適用分野 

アウトドアウェア 

電子・計器カバー 

 

特許など 

 

透湿防水性生地及び衣服(特願 2012-253746) 

 
   

ケーシーアイ・ワープニット株式会社 代表者名
代表取締役 

川田 征利 

〒939-1822 富山県南砺市林道２４３５ 創業 昭和 44 年 

 資本金 １億円 

ＴＥＬ：0763-62-2121 ＦＡＸ：0763-62-2121 売上高 ２０億円 

ＵＲＬ：http://kci.kawada-knit.co.jp/ 従業員数 ７０人 

主な事業内容 

 

経編ニット生地の製造・販売及び起毛加工 

 

主要製品 

 

衣料、車両資材、産業資材等向け生地 
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技術名 

（テーマ） 
「ナノ加工技術（撥水・撥油・防汚）を施したアクリル混ニット商品」の開発

技術の概要 

 高熱ナノ加工処理が可能な天然素材等に比べて、低温処理が要求されるアクリル混ニットへの 

ナノ加工を、当社独自の最終熱処理機の開発により実現。アクリル混ニットへのナノ加工技術（撥水・撥

油・防汚）により、付加価値の高いニット製品を製造、販路拡大・需要拡大を目指す。 

 

 

 

 

技術の内容 

 

 

 

 

 

 

 

従来技術 

との比較 

 

（優位性や

有用性） 

 

 当社では、「ナノ加工技術（撥水・撥油・防汚）を施したアクリル混ニット商品」を開発した。 

「低温処理ナノ加工技術（180℃以上の熱処理でないとできなかった従来の加工技術を 140℃の低温で

附着処理できるようにしたナノ加工技術）」は、従来高温による加工処理に耐えなかったアクリル素材に

対しても可能になり、需要の高いアクリル素材のニット製品の中で、差別化した商品を提供することがで

きる。 

 横編ニット製品の製造技術を活用し、製造した両面編アクリル混ニットに、世界で初めてナノテク加工

を施すことにより「水も油も汚れもはじく」という機能を持たせた高付加価値商品を開発した。 

 素材が天然素材の場合、ナノテク加工は一般化しているが、価格帯は高いものが多く、値ごろ感のある

アクリル素材の商品が求められていたものの、アクリルへの加工は熱処理の関係上、問題があり実用化さ

れていなかった。 

 当社では、その問題点の克服に取り組み、研究・開発を重ねた結果、アクリルへの加工に成功した。ナ

ノ加工技術では、高温度での加工が必要であるが、アクリル素材では風合い変化を起こし不可能だった。

低温バインダーの実用化、また、高精度温度管理が可能であるキュアリングオーブンを開発したことによ

りアクリル混ニットへの加工を可能にした。 

 

 

 

 

用途・ 

適用分野 

 当社の両面編製品は、ゴム地と違いシワになり難く、軽くソフト感があり、汚れにくいナノ加工を加え

た本製品は、ファッション性だけではなく、機能性を求める消費者の衣料ニーズに合致したもので、市場

性は高い。 

特許など 

 

 

 
   

株式会社エヌエス・ブレーン 代表者名
代表取締役社長 

渋谷 清澄 

〒939-0413  富山県射水市串田 1286 番地 創業 昭和 54 年 12 月 

 資本金 34,500 千円 

ＴＥＬ：0766-53-1210 ＦＡＸ：0766-53-1456 売上高 470,000 千円（H28/2 見込） 

ＵＲＬ：http://www.nsbrain.com/ 従業員数 20 名 

主な事業内容 

ニット製品製造販売 

  ナノ加工（撥水・撥油・防汚） ・ マイクロカプセル附着加工 

 

主要製品 

ニット製品 

  （ベスト・セーター・カーディ） 
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技術名 

（テーマ） 
耐ウィスカ性，はんだ濡れ性に優れた、Sn-Ag-Cu３元合金めっき技術 

技術の概要 

・三つの元素（Sn，Ag，Cu）を同時に析出させ、安定的なめっき皮膜を形成 

・皮膜の結晶組織をナノオーダーで制御することで、高い耐ウィスカ性を実現 

・リフロー処理をしないため、はんだ濡れ性も良好 

・鉛フリー，レアメタルフリーSn 系合金めっき 

 

 

 

技術の内容 

 

 

 

 

 

 

 

従来技術 

との比較 

 

（優位性や

有用性） 

 

・めっき皮膜中に数百 nm サイズの Ag-Sn 化合物（Ag3Sn）を析出させ、Sn 結晶の粒径が 1μm 程

度となるよう皮膜の結晶組織を制御し、耐ウィスカ性が非常に高い Sn-Pb めっきと同様の石垣状の結晶

組織とすることで、ウィスカの発生を抑制する。 

・皮膜中に Ag が存在していることにより、Sn と下地めっき元素（Ni，Cu）との間で形成される金属間

化合物の形成を抑制できるため、皮膜の内部応力の増加を抑制し、自然放置によるウィスカの発生も抑え

ることができる。 

・電解めっきによりめっき膜厚を全体に 

均一化できるため、はんだ濡れ性も確保できる。 

・2006 年の RoHS 指令により、はんだ 

（Sn-Pb）めっきから純 Sn めっきへの置き 

換えが進んだが、その結果ウィスカ問題が発生。 

代替技術として「Au めっき」と「Sn リフロ 

ーめっき」が提案されたが、Au めっきはコス 

トアップ、Sn リフローめっきははんだ付け不 

良という課題が存在している。 

・Sn-Ag-Cu3 元合金めっきは、 

 ・90%以上 Sn であるため、コストアップがほぼない 

 ・Sn リフローのように皮膜を高温加熱によって再溶融 

しないため、めっき寄りが発生せず、全体に均一な膜厚を 

確保でき、はんだ濡れ性が良いことから、他の代替技術の 

課題を克服できる技術である。 

 

用途・ 

適用分野 

【用途】FPC コネクタなどの狭ピッチ嵌合部品端子部へのめっき 

    各種はんだ付け接合部へのめっき 

【適応分野】民生機器部品，車載部品，産業機器部品，等 

特許など 

【特許】特許第３６６２５７７号 

特許第３７４１７０９号 

    特許第３７１１１４１号 

【論文】J.Japan Inst.Metals, Vol.73, No.11 (2009) pp.823-832 

    Materials Transactions, Vol.59, No.12 (2012) pp.2078-2084 
   

ＦＣＭ株式会社 代表者名
代表取締役社長 

市居 律雄 

〒537-0003 大阪市東成区神路３丁目８番３６号 創業 1949 年 6 月 

（富山工場 富山市八尾町保内二丁目 3 番 6 号） 資本金 687 百万円 

ＴＥＬ：06-6975-1321 ＦＡＸ：06-6976-0174 売上高 209 億円 

ＵＲＬ：http://www.fc-m.co.jp/ 従業員数 270 名 

主な事業内容 

・電子部品の加工、電子機器用部品ならびに半導体用部材の製造および販売  

・電線用芯線ならびにその他線材の製造および販売  

・電子部品、電子機器用部品ならびに半導体用部材の製造設備の製造および販売 

主要製品 

デジタル機器，ネットワーク情報端末，車載機器等、電子部品への金属めっき加工 

高密度・超微細フレキシブル回路基板 

電力線，通信線等、各種電線，ケーブル用導体材料の伸線加工 

各種めっき断面像 

 

 Ｓｎ－Ａｇ－Ｃｕ  Ｓｎ   

 

Ｓｎ－Ｐｂ  

 

 Ｓｎリフロー  

 

 
Ag

3
Sn 析出状態 

 

表面 SEM反射電子像

※白い部分が Ag
3
Sn 

1μm  

 
Ag マッピング像 
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技術名 

（テーマ） 
金型用深穴内面 PVD コーティング“ｄｉＸｉｓ（ディクシス）” 

技術の概要 

 

従来のＰＶＤコーティングでは不可能であった、深穴の奥部までセラミックス保護膜を生成できるため、

深穴金型の大幅な寿命向上を実現します。 

 

 

 

 

技術の内容 

 

 

 

 

 

 

 

従来技術 

との比較 

 

（優位性や

有用性） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用途・ 

適用分野 

・粉末成形用金型 

・冷間鍛造用金型 

・押出加工用金型  他 深穴内面を有する各種金型 

特許など 

 

特許出願準備中 

 
   

株式会社北熱 代表者名
代表取締役社長 

政 誠一 

〒930-0106 富山市高木西 115 創業 昭和 52 年 11 月 

 資本金 5100 万円 

ＴＥＬ：076-471-7251 ＦＡＸ：076-471-4252 売上高  

ＵＲＬ：http://www.hokunetsu.com 従業員数 50 名 

主な事業内容 

 

真空熱処理、窒化処理、コーティング、機械加工、表面分析 

 

主要製品 

 

同上 

 

 独自のデュアルビーム・イオンプ

レーティング“diXis”により、PVD

コーティングで初めて深穴内面へ

の生成を実現しました。 

 対象物である金型の深穴部の両

側から原料となるイオンビームを

照射させ、効率よく輸送することに

よって深穴内面へ硬質なセラミッ

クス保護膜を生成させます。 

従来の PVD コーテ

ィングは深穴内面

へセラミックス膜

を生成できないた

め、摩耗が進行しや

すく、金型コストが

増大している。 

従来 AIP 法による TiN 膜 

φ48×240 カットモデル 

開発した diXis による TiN 膜 

φ48×240 カットモデル 

パイプの中央部は 

基材が露出している。 

パイプ内面の全体に 

膜が生成している。 
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技術名 

（テーマ） 
微小部品へのめっき 

技術の概要 

 

微小箇所の必要な部分のみにめっき厚：30ｎｍ～の Au（金）めっきを処理する 

 

 

 

 

 

技術の内容 

 

 

 

 

 

 

 

従来技術 

との比較 

 

（優位性や

有用性） 

 

車載、電子機器部品などの接触部や半田付け部においては、信頼性が高い Au めっきが多く採用されて

いる。通常のめっき処理の場合、めっき液に浸漬した部分にめっき皮膜が析出しますので機能的な不必要

な部分にもめっき皮膜が析出する。しかしながら Au は価格が高価のため必要部以外にもめっきが析出す

るとコストアップの要因となる。 

そこで弊社は専用冶具を用いて必要箇所に Au めっき（厚み：30nｍ～）をつける技術を可能とし、

省金化によるコストダウンを実現。また。0.5mm の製品幅に実装時のハンダ吸い上がりを防止するため

の『ニッケルバリア』を施す高度な技術も実現し、機能面、コスト面で車載、電子機器部品などに貢献し

ている。 

 

 部分 Au めっきの最小エリア幅 

   0.15mm 

 

  加工可能寸法  

高さ ＝ 立たせた状態で MAX50mm 

幅   ＝ 板厚方向に対して MAX8mm 

板厚 ＝ 0.06～0.5mm 

 

 

 

 

 

 

 

 

用途・ 

適用分野 

用途：機能めっき（半田付け、電導性、防錆など） 

適用分野：車載、電子機器部品など 

 

特許など 

 

無し 

 
   

立山電化工業株式会社 代表者名
代表取締役社長 

園 晶雄 

〒933-0806 富山県高岡市赤祖父 546 番地 創業 1945 年 12 月 

 資本金 5700 万円 

ＴＥＬ：0766-22-2377 ＦＡＸ：0766-25-7466 売上高 30 億円（2014 年度） 

ＵＲＬ：http://www.tateyamadenka.co.jp/ 従業員数 172 名 

主な事業内容 

 

電子部品への機能めっき 

 

主要製品 

チップ抵抗体、携帯、スマートフォンのコネクタ、セラミック基板などへのめっき 

（Au、Ag、Cu、Ni、Sn めっきなど） 
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技術名 

（テーマ） 
新素材に対応したナノ機能めっきの取組み 

技術の概要 

当社のめっき技術は幅広いものづくり産業を支える基盤技術であり、被めっき素材に、新たな機能を付

加するという役目を担っています。求められる機能は様々であり、例えば、電子部品に求められる機能と

して「電気伝導性をよくする」、「はんだ付け性をよくする」、「接触抵抗を低くする」等が要求されます。

要求機能の実現は、最終製品の性能に大きく影響を及ぼすと言っても過言ではありません。高機能化、高

精度化、軽量化が進む各産業分野の製品においては、新たな高性能追求に向けた開発が積極的に進められ

ており、新素材へのめっき、例えばカーボンナノチューブ（CNC）, 炭素繊維強化プラスチック（CFRP）、

ガラス、金属・非金属粉体等へのめっき技術の実用化開発、また新たな製品の性能向上のための機能めっ

き、例えば「磁性を持たせる」、「汚れにくい」、「潤滑性を持たせる」等の新たな要求が求められています。

当社は、表面処理技術を通じて、お客様からの新たな要求機能の実現にご協力させていただいております。

これまでの共同開発で得られた技術ノウハウは全て、各企業様との機密保持契約がございます。本誌での

ご紹介は、一般公開情報の中から、当社を含め、表面処理を担う企業が取組んでいるナノ機能めっき技術

についてご紹介させていただきます。  

 

 

 

技術の内容 

 

 

 

 

 

 

 

従来技術 

との比較 

 

（優位性や

有用性） 

 

○表面処理関連ナノ機能めっき技術と用途例 

・粉体へのめっき（用途：導電材料、帯電防止材料、電磁シールド、導電シート、電子部品） 

・精密電鋳（用途：MEMS、精密金型、微細金属スクリーン、二次電池、精密医療機器） 

・磁性金属めっき（用途：センサー機器、医療用） 

・ガラスへのめっき（用途：高信頼性ｶﾞﾗｽｲﾝﾀｰﾎﾟｰｻﾞ基板、MEMS） 

・新素材へのめっき（用途：工作機械用、切削工具） 

○当社におけるナノ機能めっきの取組み実積例 

・ナノ金属粉体への Ag めっき（用途：電子部品、導電材料、導電シート）：写真 1 

・ガラス上への磁性金属めっきスポット形成（用途：医療用チップ）：写真 2 

・ニッケルめっき精密電鋳（用途：精密金型）：写真 3 

 

 

 

 

 

 

 

用途・ 

適用分野 

・産業用工作機械関係           ・医療機器関係 

・製造機械・精密機器関係         ・電気・電子部品、二次電池関係 

特許など 

 

・特開 2008-303412（共同出願） 

 
   

株式会社 ユニゾーン 代表者名
代表取締役社長 

梅田 雄一朗 

〒930-0845 富山市綾田町一丁目 9 番 38 号 創業 1955 年 11 月 

 資本金 765０万円 

ＴＥＬ：076-441-4421 ＦＡＸ：076-431-8021 売上高 28.5 億円 

ＵＲＬ：http://www.unizone.co.jp 従業員数 173 人 

主な事業内容 ・電気めっき、無電解めっき、陽極酸化処理、化成皮膜処理等表面処理および金属加工 

主要製品 

・硬質クロム、亜鉛、ニッケル、銅、錫、銀等の電気めっき 

・微小～超大型無電解ニッケルめっきなどのめっき 

・汎用アルマイト、硬質アルマイト等の陽極酸化処理 

・アロジン、黒染め、リン酸塩皮膜処理などの化成処理 

・バフ研磨、電解研磨などの磨き加工、金属加工等 

写真 1：ナノ金属粉体への Ag めっき

 
写真 2：ガラス上への磁性金属

めっきスポット形成 
 

写真 3：ニッケルめっき精密電鋳 

 



 
 
 
 
 

Ⅲ.大学・高専・公設試 
 1.富山大学 
 2.富山県立大学 
 3.富山高等専門学校 
 4.富山県工業技術センター 
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技術名 

（テーマ） 
生体適合性材料を担持したナノファイバー 

研究者 教授 中村 真人、招聘研究員 Tanveer Mir Ahamd 

研究分野 

キーワード 

ナノファイバー、ナノマイクロ粒子、生体材料工学 

 

所属 
富山大学大学院 理工学研究部（工学） 

 

住 所 〒930-8555 富山市五福 3190 番地 

T E L 

Email 

076-445-6884 

maknaka@eng.u-toyama.ac.jp 

研究内容 

 

ナノのスケールは、医学・薬学・生物学において、とても重要な大きさである。それは、細胞は自分の周

囲を認識して自分の形態や行動を変化させているが、その時に周囲を感知する細胞膜受容体や接着分子な

どの細胞構造がまさにナノの領域だからである。したがって、この領域空間を人工的に制御できれば、細

胞の挙動を操作して組織形成や機能発現等を制御することが可能になる。医学、薬学、生命科学は大進歩

する。 

 そこで我々は、富山独自のナノテク材料およびナノテク加工技術に着目し、「生体適合材料担持ナノフ

ァイバーの開発」と題して「使えるナノテク」を目指して研究開発を開始した。本研究では、様々なナノ

ファイバー材料に種々の生体由来材料を用いて賦活処理を行う。次に、富山大学で開発してきた独自の３

次元複合加工技術を応用して、斬新な 3 次元細胞培養担体の作製を行う。近年、細胞生物学や再生医療

では 3 次元組織モデルや 3 次元組織培養が高い関心領域となっているが、高度な３次元細胞培養用器材

を創出し導入することで、再生医療・医薬・生命科学の進歩を加速することを目指す。また同時に、ナノ

テクに関連する新産業・新商品の創出を目指したい。 

 

 

従来技術・ 

競合技術と

の優位性 

再生医療・細胞移植医療・人工臓器の観点から、有望材料の選考・開発、材料のデザインを提案できる。

また、3 次元化、複合化を進めるために独自に開発し試作した加工装置を利用可能。独自製品の開発支援

ができる。 

 

実用化・活用

が見込まれ

る分野・広が

る未来 

 

再生医療、ナノバイオ、3 次元細胞培養、3 次元組織培養、細胞ベースアッセイ系、薬効試験、毒性試験、

薬剤スクリーニング系など 

 

関連特許 

(特許名称・

出願番号等) 

「マイクロビーズの製造方法」特許第 4644786 号、 

「ゲルの製造方法及びそのための装置」特許第 4974144 号 

「ゲルの製造方法」特許第 5472844 号 
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技術名 

（テーマ） 

１．差動型同時成膜装置およびその成膜方法 

２．レアメタルフリー超硬質ナノ複相構造膜 

研究者 教授 野瀬 正照 

 研究分野 

キーワード 

材料工学 

薄膜、表面改質、ドライプロセス、スパッタリング 

所属 
富山大学 芸術文化学部 兼 大学院理工学教育部材料機能工学専攻 

 

住 所 〒930-8555 富山市五福 3190 番地 

T E L 

Email 

076-445-6876（五福） 

nose@tad.u-toyama.ac.jp 

研究内容 

 

１．差動型同時成膜装置およびその成膜方法 

申請者らが独自に開発した差動型同時成膜装置の模式図を図１

に示す。中央部の隔壁と基板ホルダーとの間隔は 1mm 程度にま

で狭め、左右チャンバー間のガスの相互混入を極力抑制する一方、

基板ホルダーは 2 つのターゲット上を連続回転できるので、異な

る雰囲気下で 2 種類の材料（例えば、窒化物と酸化物や金属と酸

化物）をナノレベルで複合化したナノコンポジット膜が形成でき

る。 

 

２．レアメタルフリー超硬質ナノ複相構造膜 

Ti、Cr、W、Nb などのレアメタルを全く使用せず、Al、Si、B、

C、N、O などの資源的に豊富なユビキタス元素だけの組み合わせ

のみによる、超耐酸化性・超硬質膜を創製する研究を行っている。

なお、この膜は通常のスパッタ装置で成膜可能である。 

AlN/SiCN ナノコンポジット膜を作製し、得られた膜の機械的

性質と膜組成、窒素分圧（流量）ならびに基板温度等との関係を

明らかにし、最高硬度 35GPa の値を得た。またその特性値から

靱性が高く実用的にも有望な膜であることがわかった。また、800℃

×1 時間の大気中加熱でも硬さは全く低下しないという優れた耐酸

化性を有することが分かっている。 

 

 

従来技術・ 

競合技術と

の優位性 

１．差動型同時成膜装置およびその成膜方法： 

 反応スパッタ法で窒化物・酸化物などを合成する場合に、雰囲気をほぼ分離できるため、従来法では合

成が困難であった新規な複相構造膜が合成できる。 

 

２．レアメタルフリー超硬質ナノ複相構造膜： 

 Ti や Cr などの希少金属を全く使用せずに、従来材と同等以上の性能を有する硬質保護膜が得られる。

実用化・活用

が見込まれ

る分野・広が

る未来 

１．差動型同時成膜装置およびその成膜方法： 

 太陽電池用パネル、磁性・誘電体複合膜などの電子材料分野での成膜 

 

２．レアメタルフリー超硬質ナノ複相構造膜： 

 各種金型用保護膜、切削工具用保護膜への展開 

関連特許 

(特許名称・

出願番号等) 

「複合膜の成膜装置および成膜方法」 

特許第５７９４５１９号（１に直接関係した特許です。） 

「金型用表面保護膜」 

特許第４３９４６２５号（２の関連特許で直接の特許ではありません） 

図１ 新開発の差動型同時

成膜装置の概念図 

【○で囲んだ部分の隙間は
1mm 程度にして，相互の
ガス流入を抑制している。】
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技術名 

（テーマ） 
フレキシブル応用へ向けた有機エレクトロニクス技術の研究開発 

研究者 教授 岡田 裕之 

研究分野 

キーワード 

有機エレクトロニクス、フレキシブル、液晶、有機 EL、有機トランジスタ、有機セ

ンシングデバイス、有機系太陽電池 

所属 
富山大学大学院 理工学研究部電気電子システム工学専攻 

 

住 所 〒930-8555 富山市五福 3190 番地 

T E L 

Email 

076-445-6730 

okada@eng.u-toyama.ac.jp 

研究内容 

大面積化可能、超軽量、超薄型、フレキシブルの特徴を持つナノメータサイズの有機分子材料を用いた

デバイスが、ディスプレイ、センサ、カードタグ等の市場へ向けて研究されています。そのなか、ディス

プレイやデバイスの高性能化、高機能化を目的として、自己整合デバイスプロセス技術や複合集積化の概

念を基とした有機エレクトロニクス分野の研究開発を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

従来技術・ 

競合技術と

の優位性 

IJP 印刷の適用、デバイス積層化、微細化、自己整合化、集積化など様々な技術の研究開発による高性

能化と、複合化による新しい機能が実現されています。それゆえ、従来のディスプレイの枠に限らず、シ

ール、カード、テープ、タグ状のデバイスや、シート、ディスプレイからロール状のパネルやスクリーン

まで、多様なデザイン・機能を持つ有機エレクトロニクス技術となります。これらは、情報機器、住宅設

備、車載、航空用からサイネージ、物流、インフラまで、多くの分野への適用が可能です。更には、有機

材料の持つ親和性から、医療、介護、診断から生体計測などウエアラブル、ヘルスケアへ向けた幅広い展

開が期待されています。 

実用化・活用

が見込まれ

る分野・広が

る未来 

・発光シール、発光タグ、IJP 発光ポスター・・・非接触給電、高セキュリティ、認識度向上 

・両面発光パネル、複合機能バイマトリクス・・・積層化による複合集積、多機能化ディスプレイ 

・マルチファンクションダイオード・・・有機材料の特質を活かした発光・受光・発電多機能デバイス 

・ナノインプリントリソグラフィ・・・リソグラフィと一線を画した超微細形状による配向、機能性向上

・フレキシブルディスプレイ・・・自己整合有機トランジスタ、論理回路によるドライバ一体型駆動有機

EL 

・有機 EL 光源スキャナ－・・・光源、表示、センサー集積によるスキャナとディスプレイ機能の一体化

関連特許 

(特許名称・

出願番号等) 

特許 3951022 号 有機電界発光素子の作製方法、有機電界発光素子、及び有機電界発光層 

特許 4018070 号 複合機能マトリクスアレイ 

特許 4002949 号 両面発光有機 EL パネル 

特許 5417598 号 多機能有機ダイオード及びそのマトリクスパネル 

特許 4910144 号 有機ＥＬ材料薄膜の形成および装置 

特許 5403614 号 二重自己整合プロセスによる多重チャネル自己整合有機トランジスタ及びその製造

方法 
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技術名 

（テーマ） 
微細リンクル加工技術による機能性材料 

研究者 講師 遠藤 洋史 

 研究分野 

キーワード 

リンクル、微細加工、ゴム材料、超撥水性 

局在プラズモン、表面座屈 

所属 
富山県立大学 工学部 機械システム工学科 

 

住 所 〒939-0398 富山県射水市黒河 5180 

T E L 

Email 

0766-56-7500 (内 637) 

endo@pu-toyama.ac.jp 

研究内容 

 

 

一般に微細加工技術には、トップダウン型のフォトリソグラフィーやナノインプリント技術が用いられ

ている。これらは成熟した技術である反面、多段階・高コストプロセスといった課題を併せもっている。

本技術では汎用性ゴムフィルムに 3 ステップ(オリジナル立体伸張→硬化層形成→解放)で周期的かつ無

欠陥の精密微細凹凸構造を作製できる。基板からの剥離も可能であり、フレキシブル性を有していること

からより複雑なナノ構造も再現できる。さらに高感度の表面増強ラマン散乱センサーや 1 枚のフィルム

上に超撥水性と超撥水性かつ高付着性という 2 種類の状態を作製できる。その他、弾性毛管力を利用し

た新規立体光造形技術としてリンクルフィルムが活用できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

従来技術・ 

競合技術と

の優位性 

・トップダウン型微細加工技術の課題を解決する新規ワンプッシュ伸張技術 

・ナノオーダからテーラメードに無欠陥のリンクル構造を形成可能 

・異種超撥水性基板や超高感度ケミカルセンサーへの展開 

 

実用化・活用

が見込まれ

る分野・広が

る未来 

・ウェアラブル性の高い超撥水加工フィルム 

・汎用性ゴム部材への新規インプリント加工技術の提案 

・環境汚染物質や毒物の高感度検知センサー 

関連特許 

(特許名称・

出願番号等) 

・特願 2011-172524 「幾何微細凹凸構造の作製方法及びセンサー」 

・特願 2012-108781 「微細棘状構造の作製方法及びセンサー」 

・特願 2012-186283 「金属ナノカップアレイ及びその作製方法」 

・特願 2012-209999 「超撥水性基板及びその製造方法」 

・特願 2012-252703 「センサー及びその製造方法」 

・特願 2012-252704 「微細凹凸構造を有する金属自立膜の作製方法」 

・特願 2013-045794 「立体構造物の製造方法」 

・特願 2014-038326 「可変微細凹凸構造の製造方法」 

・特願 2014-174780 「微細凹凸構造の製造方法及び基板」 

・特願 2014-222713  「基板、複合微細凹凸パターンを形成する方法、基板を製造する方法、複合

微細凹凸パターンを変化させる方法及び分離手段」 

微細リンクル加工技術 

独自の立体伸張法による多彩なナノ・マ

イクロリンクル構造 

ストライプ ヘリングボーン

ラビリンス 

＊ 位置選択的な吸着能を 

    示す超撥水フィルム 

＊ 弾性毛管力駆動 
    3D 造形技術 

＊ 高感度分析能付与の 
    金属ナノフィルム 

応用
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技術名 

（テーマ） 
溶液分散 Si ナノ結晶の開発 

研究者 講師 松本 公久 

 研究分野 

キーワード 

半導体ナノマテリアル、光物性、Si ナノ粒子、蛍光材料 

 

所属 
富山県立大学 工学部 知能デザイン工学科 マイクロ・ナノシステム工学講座 

 

住 所 〒939-0398 富山県射水市黒河 5180  

T E L 

Email 

0766-56-7500(内線 303) 

matsu@pu-toyama.ac.jp 

研究内容 

 

 

Si ナノ結晶とはナノメートル（10⁻⁹メートル）サイズの Si(ケイ素)の粒子のことで、量子サイズ効果

と呼ばれる現象で可視―赤外域で発光する。Si 自体埋蔵量が豊富であるため、Si ナノ結晶は安価で安定

供給できる将来の発光素子への応用が期待されている。 

 近年 Si の無毒な性質に着目し、Si ナノ結晶を溶液に分散させ、バイオラベルや蛍光塗料へ応用する研

究が行われている。しかし Si ナノ結晶は表面が水素で終端されており、その場合疎水性となることが問

題である。本研究室では、Si ナノ結晶を作製し、その表面を親水性有機分子で終端する、もしくは良質

な酸化膜（SiO₂）で覆うことにより、蒸留水に分散する Si ナノ結晶の作製を行っている。また、作製し

た溶液分散 Si ナノ結晶の発光スペクトル等光物性評価を行い、さらに高効率で発光する Si ナノ結晶溶液

の作製を目指している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

従来技術・ 

競合技術と

の優位性 

・無毒：Si ナノ結晶は無毒であるため生体適合性の高い蛍光材料です。また廃棄するとき環境負荷も少

ない環境適応型材料でもある。 

・埋蔵量豊富：地球上に埋蔵量が豊富であり、資源の枯渇の恐れが無い。 

・低コスト：埋蔵量が豊富であるため、低コストで原材料が入手可能。 

 

実用化・活用

が見込まれ

る分野・広が

る未来 

本研究ではバイオラベルなど蛍光材料への応用を目指しています。しかし Si ナノ粒子の応用が期待さ

れる分野は多岐にわたり、上記発光材料以外にも、太陽電池、Li イオンバッテリーの電極、１重項酸素（活

性酸素）に対する光増感材などがあります。 

 

関連特許 

(特許名称・

出願番号等) 

Kimihisa Matsumoto et al 

"Marked increase in photoluminescence from porous Si aged in ethanol solution" Japanese 

Journal of Applied Physics 56, pp.021301-1～021301-4, 2015 

 

図１ 蒸留水に分散した Si ナノ結晶。左図

蛍光灯下。右図青色のレーザー照射時。赤

色に蛍光していることが分かる。 

図２ 蒸留水分散 Si ナノ結晶の蛍光

スペクトル。可視―赤外域で発光して

いることが示されている。 
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技術名 

（テーマ） 

セルロースナノファイバーとナノ粒子のハイブリッド化による 

高強度・高熱伝導性樹脂の開発  

～セルロースナノファイバー易分散技術・界面制御技術～ 

研究者 准教授 真田 和昭、客員教授 永田 員也  

 

 

 

 

 

 

 

 

研究分野 

キーワード 

ナノコンポジット、ナノファイバー分散制御技術、界面制御技術、

コンポジット構造解析技術、力学特性・機能性設計制御技術 

所属 
富山県立大学 工学部 機械システム工学科 

 

住 所 〒939-0398 富山県射水市黒河 5180  

T E L 

Email 

0766-56-7500(内線 416) 

sanada@pu-toyama.ac.jp, nagata@pu-toyama.ac.jp 

研究内容 

 

 

1. セルロースナノファイバー(CNF)易分散技術の開発 

 新規疎水化剤と CNF との複合化技術を開発し、二軸押出機等の汎用ポリマー混練機で CNF を均一分

散させたナノコンポジットを開発することが目標である。水分子を多く含む原料 CNF に新規疎水化剤を

添加し、二軸押出機でポリオレフィンと混練した試料で 10μm 以上の凝集体が存在せず、高分散化する

ことを見出した。共同研究企業と新規疎水化剤含有 CNF 製造技術開発に着手した。また、ポリマー/CNF

界面形成技術についても検討開始した。 

 

2. CNF 塡充 ナノコンポジットの構造解析技術の開発 

 CNF の数十μm 以上マクロ分散状態は遠赤外・透過顕微鏡観察で確認でき、ナノ領域での電子顕微鏡

観察に着手した。CNF の分散構造、結晶性ポリマーの結晶高次構造などについても三次元観察も含め検

討中である。界面構造に関しては共同研究大学と連携して原子間力顕微鏡を用いた解析法にて検討中であ

る。 

 

3. 用途開発 

 構造解析技術から得られる CNF 三次元ネットワーク分散構造、ポリマーの高次構造、ナノ粒子とのハ

イブリッドにより形成される構造とコンポジットの力学特性・機能性の関係を明確し、CNF コンポジッ

トや CNF/ナノ粒子ハイブリッドコンポジットでなければ発現しない特性を生かした用途開発を行うこと

を目標とする。現在、注目している特性は以下の通りである。 

(1)ポリマー補強性、(2)耐クリープ性、(3)耐摩耗性、(4)低線膨張係数、(5)透明性、(6)高熱伝導率等。

 

従来技術・ 

競合技術と

の優位性 

1. CNF の易分散技術は CNF 表面水酸基を化学反応で疎水化する方法であるが、高コストである。また、

機能性ポリマー、界面活性剤、シランカップリング剤などの疎水化剤を添加する技術はあるが、分散

性に問題がある。 

 

2. CNF コンポジットの詳細な構造解析や力学特性解析などは、精力的に行われているが十分ではなく、

さらに構造と発現特性の関係も解明されていない。この基礎研究に基づいた用途開発は十分に行われ

ていない。 

実用化・活用

が見込まれ

る分野・広が

る未来 

 

 自動車部品の軽量化、電池セパレーター、情報電子部品の軽量化、農水産物高付加価値化のための食品

包装部材など日本の得意な”ものづくり”分野の国際競争力の向上に貢献できる。 

 

関連特許 

(特許名称・

出願番号等) 

 

新規疎水化剤添加セルロースナノファイバーの基本特許を 3 件、共同出願準備中。 

 

 

  
准教授  

真田 和昭 

客員教授

永田 員也 
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技術名 

（テーマ） 
ナノインプリント用ガス透過性モールド材料と微細加工技術の開発 

研究者 准教授 竹井 敏、客員教授 花畑 誠  

 

 

 

 

 

 

 

研究分野 

キーワード 

電子材料、バイオマス、環境適応型リソグラフィ、ナノ加工、レ

ジスト、光学フィルム、バイオチップ 

所属 
富山県立大学 工学部 機械システム工学科 エコマテリアル

工学講座 電子材料研究室 

住 所 〒939-0398 富山県射水市黒河 5180  

T E L 

Email 

0766-56-7500 

takeis@pu-toyama.ac.jp 

研究内容 

 

 

 

 

従来技術・ 

競合技術と

の優位性 

 

ナノインプリント用ガス透過性モールド材料の開発により、ナノインプリントモールドが巻き込む空気の

かみ込みによる成型不良（ガス抜き性）とモールド汚れ等の視認性が改善できる目的がある。更に、ナノ

インプリント被転写材に揮発性溶媒の使用が可能となり、被転写材の分子系選択性が広がる結果、機能性

フィルム等の新製品の高付加価値化が可能となる利点もある。既存の石英や金属等の非ガス透過性モール

ド材料と異なり、ナノインプリント用ガス透過性モールド材料は、学術・産業界にとって意義がある。 

 

実用化・活用

が見込まれ

る分野・広が

る未来 

既に実用化されているコンパクトディスクやディスプレイ用反射防止モスアイフィルム用途以外にも、半

導体や MEMS・NEMS 等の試作チップ、特定ウィルス検査分析フィルムや分離シート等のバイオ分析シ

ート、及び太陽電池用表面撥水性汚れ防止シート等への最先端電子デバイス製造での実用化が期待され

る。 

関連特許 

(特許名称・

出願番号等) 

Satoshi Takei and Makoto Hanabata: “Ultraviolet nanoimprint lithography using 

cyclodextrin-based porous template for pattern failure reduction” Appl. Phys. Lett., 107 

(2015) 141904.1-5. 

 

  

准教授  
竹井 敏 

客員教授

花畑 誠 
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技術名 

（テーマ） 
金属ナノ粒子を分散含有する高分子系フィラーの研究開発 

研究者 助教 森 康貴 

研究分野 

キーワード 

ナノ分散技術、抗菌・抗ウイルス活性、有機／金属ナノ複合体 

 

所属 
（独）国立高等専門学校機構 富山高等専門学校 物質化学工学科 

 

住 所 〒939-8630 富山市本郷町 13 番地 

T E L 

Email 

076-493-5414 

yamori@nc-toyama.ac.jp 

研究内容 

 

 

金属ナノ粒子は、通常の大きさの金属とは異なる特異な性質を発現することが知られている。例えば、

金属銀及び銀イオンはそれぞれ銀色、無色透明であり、共に抗菌性を示すが、金属銀をナノサイズ化した

銀ナノ粒子は水に分散した状態では黄色を呈し、抗菌性に加えて金属銀や銀イオンではみられない抗ウイ

ルス活性が発現する。その一方で、金属ナノ粒子は人体及び環境に対するリスクが指摘されており、適用

にあたっては人体への吸収や環境中への拡散を極力減らす必要がある。 

 この問題を解決する手段のひとつとして、金属ナノ粒子をフィラーとして樹脂に混練し、ナノ粒子の放

出を抑止しつつ機能性を付与する方法がある。一例を挙げると、樹脂に対して銀ナノ粒子を適切に混練す

ることにより、人体や環境への影響を局限化した抗菌・抗ウイルス性機能性材料を得ることが期待できる。

しかし金属と樹脂の界面張力は一般的に高いため、混練の際には金属ナノ粒子が凝集しがちであり、それ

に伴いナノ粒子固有の特性が抑制される問題が潜在する。 

 本技術の特徴は、樹脂に直接金属ナノ粒子に混練するのではなく、中間体として金属ナノ粒子が均一に

分散した高分子との複合体の粉体を合成し、これを樹脂に混練することで、ナノ粒子の機能を効果的に発

現させることである（下図）。本研究室では現在、各種樹脂に対してより分散性の高い複合体粉体の開発

に取り組んでおり、金属ナノ粒子の機能性を付与するだけでなく、樹脂の力学特性等の改質効果も見込め

る多機能性フィラーを目指している。 

 

 

従来技術・ 

競合技術と

の優位性 

 従来技術による金属ナノ粒子の樹脂への混練では、金属ナノ粒子そのものを粉体として扱う必要があ

り、ナノ粒子の機能性発現のためには、混練時の再分散が大きな課題となる。その一方で本技術によるフ

ィラーは、樹脂との親和性が高い高分子ベースの複合体粉体中に金属ナノ粒子がすでに分散しているた

め、混練時の取り扱いが容易である。また、複合体粉体が凝集を起こしたとしても金属ナノ粒子の機能発

現には影響がないため、均一な混練以外にも様々な形態での適用が可能である。 

実用化・活用

が見込まれ

る分野・広が

る未来 

 高分子／銀ナノ粒子複合体フィラーは、樹脂への混練による医療機器、衛生材料及び生活用品等への抗

菌・抗ウイルス活性の付与のほか、各種塗料やコーティング剤への適用が期待できる。また、銀以外の金

属ナノ粒子や金属酸化物ナノ粒子を用いた複合体フィラーについても現在検討を行っている。 

 

関連特許 

(特許名称・

出願番号等) 

 

 

 

金属ナノ粒子

樹脂に直接混練

高分子と
複合化

ナノ粒子が均一に
分散した粉体

樹脂に
混練

凝集→機能抑制

分散→機能発現
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技術名 

（テーマ） 
気相中におけるコアーシェル型金属ナノ粒子の生成 

研究者 助教 迫野 奈緒美 

研究分野 

キーワード 

ナノ粒子、触媒 

 

所属 
（独）国立高等専門学校機構 富山高等専門学校 物質化学工学科 

 

住 所 〒939-8630 富山市本郷町 13 番地  

T E L 

Email 

076-493-5402 

nsakono@nc-toyama.ac.jp 

研究内容 

 

 

二種類の異なる金属で構成される二元金属コアーシェル型ナノ粒子は、金属ナノ粒子の中でも特に触媒活

性が高いことが知られています。液相中における金属イオンの還元によるナノ粒子生成は、コアおよびシ

ェルとなる金属がイオン化傾向に依存しており、その順序を入れ替えた粒子を生成するには複雑な工程を

踏む必要があります。本研究では、気相合成法を用いて、イオン化傾向の影響を受けないコアーシェル型

ナノ粒子の簡便な生成法を確立することを目的としています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、本手法を応用して報告例の少ない３種類以上の金属からなるナノ粒子の生成も合わせて検討し、調

製しやすく活性の高い触媒の開発へと進めていきたいと考えています。 

 

 

従来技術・ 

競合技術と

の優位性 

液相中での生成方法と比べて、 

①イオン化傾向を意識することなく数十から数百 nm サイズの様々なバリエーションの複合ナノ粒子を

生成可能 

②還元剤を必要としないため、純度の高いナノ粒子を生成可能 

③少ない条件検討でスケールアップが可能 

という利点があります。 

実用化・活用

が見込まれ

る分野・広が

る未来 

複数の金属を用いて生成したナノ粒子は、触媒としての利用、バイオセンサーとしての応用、水素貯蔵材

料等、幅広い分野での利用が考えられます。本手法が新しい多成分金属ナノ粒子の生成方法として確立す

ることで、金属ナノ粒子の用途拡大と化学産業の生産効率化を促進することが期待できます。 

関連特許 

(特許名称・

出願番号等) 

 

 

 

 

電気炉
N2ガス

Ag Au

Agナノ粒子 Ag-Auナノ粒子

電気炉

図４. 逆コアーシェルナノ粒子生成のための実験概略図図２．コアーシェル型ナノ粒子生成のための実験概略図 

102 20 30
粒径 / nm

相
対

個
数

20

100 nm

図３. 気相生成Agナノ粒子の
STEM観察像とヒストグラム図１．気相生成ナノ粒子の STEM 

観察像とヒストグラム 
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技術名 

（テーマ） 
分子動力学法によるナノカーボン材料の電子ビーム加工解析 

研究者 准教授 多田 和広 

研究分野 

キーワード 

ナノシミュレーション 

 

所属 
（独）国立高等専門学校機構 富山高等専門学校 電気制御システム工学科 

 

住 所 〒939-8630 富山市本郷町 13 番地 

T E L 

Email 

076-493-5482 

tada@nc-toyama.ac.jp 

研究内容 

 

 

電子線照射によるナノ材料の損傷は電子顕微鏡観察では回避すべき問題であるが、構造変化を上手く制御

することにより、所望の物性をもつナノ構造になるよう加工や改質を行う技術として利用することが期待

できる。ここでは、グラフェンやカーボンナノチューブなどのナノカーボン材料を対象とした電子線加工

のシミュレーションについて述べる。 

 

図 1 にシミュレーションモデルを示す。電子線照射効果は衝突断面積に基づくモンテカルロ法により一定

の時間ステップごとに分子動力学シミュレーションに組み込んでいる。すなわち、被衝突原子は照射領域

中からランダムに選択し、照射電子から炭素原子への運動量移行は弾性衝突断面積を用いて相対論効果を

含めた二体衝突理論により確率論的に決定している。 

 

図 2 は屈曲加工の解析結果である。ナノチューブ中央部の片側だけに電子照射すると、照射された領域の

み炭素原子のノックオンが起こり、その後、ダングリングボンドが再結合することによって照射側にのみ

収縮応力が働き、結果としてナノチューブの屈曲変形が起こった。このような電子照射による構造変化は

一方的に炭素原子結合の切断により進行するのではなく、再結合や修復、ノックオン原子の他の部位への

再入射など複雑な現象が複合した結果として最終的な構造が決まる。以上のカーボンナノチューブの構造

制御を電子線加工のシミュレーションの応用例として紹介した。 

 

従来技術・ 

競合技術と

の優位性 

粒子線照射の分子シミュレーションではイオンや原子クラスターの照射が中心で、電子照射の場合は衝突

過程を簡単化したものが多く、本シーズは電子衝突過程をモンテカルロ法による確率過程としてモデル化

するところに学術的な特徴や独創性がある。特に電子照射エネルギーなどの照射条件をパラメータとして

解析できる他の手法にない特徴があるため、実験的研究との比較がしやすいという利点を持つ。 

実用化・活用

が見込まれ

る分野・広が

る未来 

長期的にはトップダウン型の微細加工技術である電子ビームリソグラフィにおける次世代プロセスシミ

ュレーションへの応用が可能である。電子顕微鏡学、微細加工技術、結晶工学、放射線物性など幅広い分

野において、電子線照射効果を原子・分子レベルで解析できる有力な手法となることが期待できる。 

関連特許 

(特許名称・

出願番号等) 

 

該当なし 
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技術名 

（テーマ） 
選択還元法で造られたナノ酸化物粒子分散強化材料 

研究者 教授 高橋 勝彦 

研究分野 

キーワード 

材料プロセス，ナノ粒子分散強化材料 

所属 
（独）国立高等専門学校機構 富山高等専門学校 機械システム工学科 

 

住 所 〒939-8630 富山市本郷町 13 番地 

T E L 

Email 

(0764)93-7840 

taka@nc-toyama.ac.jo 

研究内容 

 

 

希少金属による合金開発は，資源問題やリサイクルの 

観点からいずれ限界がくるのは明らかである。その対 

策の一つとして，異種材料を組み合わせた複合材料が 

ある。 

本研究は，複合材料の機能を発現するために，強化材 

の分散状態の最適化に重点をおいて開発したプロセス 

「選択還元法」の評価，および製造した複合材料の 

評価を行っている。一例として，選択還元法により 

MgO あるいは CaO をドープした酸化鉄から Fe 基 

ナノ粒子分散強化材料(Fe 基 NODS)の製造を試みて 

いる。図は得られた Fe 基 NODS の組織観察結果で， 

ほぼ丸みをおびたナノサイズの粒子の均一分散状態が 

観察できる。また，同様の方法で試作された Ni 基 

NODS では，高温軟化温度の上昇を観察している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

従来技術・ 

競合技術と

の優位性 

 

ナノ粒子の製造，およびナノ粒子を母材に均一分散させることが，従来のプロセスの複雑化と困難さの要

因である。選択還元法は，ナノ粒子の製造とナノ粒子の均一分散を同時に行うことができ，プロセスの簡

略化とコスト低下を目標としている。 

 

実用化・活用

が見込まれ

る分野・広が

る未来 

 

高温負荷環境で使用される耐熱材料，電極接点で使用される耐摩耗材料や燃料電池用電極材料など 

 

 

関連特許 

(特許名称・

出願番号等) 
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技術名 

（テーマ） 
ナノテクリスクを回避する特異形状粒子の合成 

研究者 准教授 豊嶋 剛司 

研究分野 

キーワード 

結晶成長、形状制御、粉体材料 

 

所属 
（独）国立高等専門学校機構 富山高等専門学校 機械システム工学科 

 

住 所 〒939-8630 富山市本郷町 13 番地 

T E L 

Email 

076-493-5476 

t.toshima@nc-toyama.ac.jp 

研究内容 

 

 

ナノテクノロジーの発達に伴い、特に触媒能を高めるための有効な手段として材料の微細化に広く研究が

進められている一方で、近年ではその環境漏えいによる潜在的なナノテクリスクが懸念されている。本研

究では材料の比表面積の向上と粒子の安全性を兼ね備えた一見すると矛盾する命題を抱えた本課題に対

し、粒子サイズは数十～百 µm のオーダーを保ちながら、その表面構造をサブマイクロオーダーの起伏を

持つ特異な形状を有する酸化物系セラミックスの合成に取組んでる。研究成果物は右図に示されるように

100µm の球状粒子表面に 100nm のナノファイバーネットワーク構造を有しており、高い比表面積と

安全性が両立した形状となる。 

 

       

 

 

 

従来技術・ 

競合技術と

の優位性 

低エネルギーでの材料合成が可能（自身の反応熱での合成＋自己伝搬燃焼反応） 

マイクロスケールの粒子表面のナノ表面化による環境漏えいリスクへの対応 

金属酸化物系セラミックス材料への技術転用の可能性 

 

実用化・活用

が見込まれ

る分野・広が

る未来 

触媒材料：安価な設備での漏洩防止が可能なサイズで、かつ環境漏えいが仮に起きたとしても生体濃縮等

の危険性が無い 

 

 

関連特許 

(特許名称・

出願番号等) 
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技術名 

（テーマ） 
磁気機能性流体による精密研磨法 

研究者 助教 山本 久嗣 

研究分野 

キーワード 

機能性流体，微粒子 

 

所属 
（独）国立高等専門学校機構 富山高等専門学校 ソリューションセンター 

 

住 所 〒939-8630 富山市本郷町 13 番地 

T E L 

Email 

076-493-5465 

h.yamamoto@nc-toyama.ac.jp 

研究内容 

 

 磁気機能性流体とは，磁気に特異な応答を示す流体の総称 

です．本研究室では，磁気機能性流体の磁場応答時に形成す 

る磁気クラスタを砥粒の制御に応用した精密研磨法の開発を 

行いました．図１にその概略を示します．10nm 程度の磁性 

ナノ粒子を分散させた流体に飽和磁化増大を目的としたマイ 

クロメートルオーダーの鉄微粒子を添加し，さらに流体の粘 

度を向上させるための増粘剤（α-セルロース）と数マイク 

ロの砥粒を添加した供試流体を調製後，磁石で作成した研磨 

工具に塗布することで工具先端の磁石が発する磁力線に沿っ 

た磁気クラスタを形成します(図２参照)．砥粒自身は非磁性 

であるために，この磁気クラスタ形成時には磁気浮揚力によ 

り磁力線の外周側，すなわち被加工物へ移動し，工具の回転 

により被加工物との相対運動を行うことで加工を行います． 

 現在，平面の研磨，円管内面やリング状部品内面(図３)の 

研磨加工の技術に関する研究を主軸に，また日本にまだ数台 

しかない磁場応答粘度の測定可能な高機能レオメータ(図４) 

を用いたより高機能な磁性流体の開発研究も行っております． 

 

 

 

 

従来技術・ 

競合技術と

の優位性 

磁気クラスタを用いることで砥粒を緻密にすることで，レンズ金型等の非球面や段差を有した部品に対す

る研磨仕上げを行うことができる． 

 

日刊工業新聞より 

http://www.nikkan.co.jp/adv/gyoukai/2010/100510b.html 

実用化・活用

が見込まれ

る分野・広が

る未来 

これまで手作業による研磨がなされていたレンズ金型等の非球面や段差を有した部品に対する研磨の自

動化へ応用できるのではないかと考えています． 

その他難削材料の精密研磨への可能性と共に研究を行っています． 

関連特許 

(特許名称・

出願番号等) 

 

 

 

図１ 磁気機能性流体を

   用いた研磨概略 

図２ 磁気クラスタ 

加工前 加工後

図 3 リング状部品内面における研磨加工結果 図４ 高機能レオメータ 
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技術名 

（テーマ） 
ナノ粒子の作製と高圧ジェットミルを用いた高度微粒化技術の応用 

研究者 課長 岩坪 聡 

研究分野 

キーワード 

ナノ粒子、微粒化、ジェットミル、コアシェル、メソポーラス 

 

所 属 
富山県工業技術センター 中央研究所 評価技術課 

 

住 所 〒933-0981 富山県高岡市二上町 150 

T E L 

Email 

0766-21-2121 

iwatsubo@itc.pref.toyama.jp 

研究内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

従来技術・ 

競合技術と

の優位性 

高圧ジェットミル法を用いた微粒化処理は、複合粒子の構造を破壊することなく、微粒化が可能である。

この特性を活かし、目的に応じた処理を行うことで、その材料で処理した製品の機能性を大幅にあげるこ

とができた。 

 

実用化・活用

が見込まれ

る分野・広が

る未来 

 

抗菌製品や処理、木材注入用防腐防蟻処理粒子液の作製、切り花延命剤、農作物の鮮度維持など幅広い応

用が可能である。 

 

関連特許 

(特許名称・

出願番号等) 

岩坪聡他「複合粒子の粉砕及び分散方法」、特許 5668209 号 

岩坪聡、栗崎宏、「木材注入用防腐防蟻処理粒子液の作製方法」特許 5590319 号 

岩坪聡他「切り花延命剤」、特許 5802900 号 

岩坪聡、山崎茂一、九曜英雄他「ガス分解剤及びガス分解剤の製造方法、並びに、ガス分解剤包装体」特

願 2014-262108 号 

 新規材料開発において、ナノ領域での特性改善のためのプロセスが重要です。研究では、コア・シェ
ル型銀複合ナノ粒子や銅ナノ粒子の開発を行ってきました。それら粒子の２次粒子径の制御は、開発し
た材料を応用した場合の特性改善を図る上で、非常に重要になります。その制御手法として、高圧ジェ
ットミル法を用いた微粒化処理の有効性の検討と製品への応用を行いました。以下にそれらを示しま
す。 
 (1) 抗菌性ナノ粒子の開発 (銀複合材料と微粒化処理) 
 (2) 銀複合ナノ粒子の岩盤浴などへの応用  
        （遺伝子解析による細菌のスペクトラム評価） 
 (3) 切り花延命剤への応用 (環境調査も含む) 
 (4) 防蟻防黴銅ナノ粒子剤の開発 
 (5) メソポーラス材を用いたエチレン分解材の開発など多数 

未処理木材 

シロアリ跡 

ナノ粒子注入処理木材 

微粒化処理による粒度分布の変化 

従来の分解剤 
開発分解剤

（小型化） 

従来の分解剤 

開発分解剤 

岩盤浴の抗菌処理例 

エチレン

分解特性 

微粒化 
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技術名 

（テーマ） 
ナノファイバーによる高機能医療用材料の開発 

研究者 課長 金丸 亮二 

研究分野 

キーワード 

繊維 ナノファイバー 

 

所 属 
富山県工業技術センター 生活工学研究所 生産システム課 

 

住 所 〒939-1503 富山県南砺市岩武新 35-1 

T E L 

Email 

0763-22-2141 

kin@itc.pref.toyama.jp 

研究内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

従来技術・ 

競合技術と

の優位性 

 

包帯、サージカルテープ、貼付剤等の肌に直接触れる医療用品は、使用時の風合いや蒸れ感が問題となっ

ている。本技術はこれらを改善し、快適な使用感を有する医療用品を提供することができる。 

 

実用化・活用

が見込まれ

る分野・広が

る未来 

 

医療用材料の他、スポーツ関連資材、一般衣料への応用展開が期待できる。 

 

関連特許 

(特許名称・

出願番号等) 

 

 

 

 

 

富山県工業技術センターでは、マルチノズル式

エレクトロスピニング装置を導入し、高い透湿

防水効果と伸縮性、生産性を合わせ持つナノフ

ァイバーシートを開発した。 

このシートとニットを組み合わせて作製した

合わせたウェア（ジャケット）を、発汗サーマ

ルマネキンを用いて評価したところ、湿度の上

昇が抑えられ、従来の透湿防水ウェアと比べ高

い除湿効果を有することがわかった。 

 

開発したナノファイバーシートの用途展開を

医療用材料に広げるため、強化効果の高いセル

ロースナノファイバーとハイブリッド化し、よ

り薄く使用快適性の高いシートの開発を現在

行っている。 

マルチノズル式エレクトロ 
スピニング装置 

発汗サーマルマネキンによる実験例 従来の

透湿防水ウェアに比べ、衣服内湿度を大幅に

下げることができた 
 従来品 90%RH →  開発品 60%RH 
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技術名 

（テーマ） 
集束イオンビームを利用したダイヤモンド切削工具 

研究者 主任研究員 川堰 宣隆 

研究分野 

キーワード 

超精密切削加工、精密切削加工 

 

所属 
富山県工業技術センター 中央研究所 加工技術課 

 

住 所 〒933-0981 富山県高岡市二上町 150 

T E L 

Email 

0766-21-2121 

kawasegi@itc.pref.toyama.jp 

研究内容 

 

 

 光学、バイオ等の精密部品やその金型加工に利用される超精密切削加工において、部品の高機能化にと

もない、各種材料に対して微細で複雑な形状の加工技術が要求されている。従来の精密加工用ダイヤモン

ド工具では耐摩耗性や形状の微細さの観点から限界があり、これらの点でより優れた工具が必要となって

いる． 

 本研究では、高精度な微細加工が可能な集束イオンビーム（FIB）に着目し、これを用いた超精密加工

用工具の開発とその応用について検討している。FIB 照射を応用することで、ダイヤモンド切れ刃に微細

な形状を創成できる。一方、これによって非ダイヤモンド相の形成や Ga の残留が生じ、加工特性が悪化

する。本研究では、熱処理によって影響層を除去する手法を提案し、これによって切れ刃の形状を維持し

たまま、加工特性を改善できることを明らかにした（図 1）。さらに、この技術を応用して、表面に微細

なテクスチャを有するダイヤモンド工具を開発した（図 2）。これによって工具・被削材間の摩擦特性が

変化し、加工特性が改善されることを明らかにした。これを各種工具へ応用することで、加工能率、工具

寿命、仕上げ面性状等の改善が期待できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

従来技術・ 

競合技術と

の優位性 

これまでにも FIB を用いた切れ刃の創成に関する研究・開発が行われてきたものの、加工特性の悪化によ

って十分な成果を得られなかった。本技術によって、ダイヤモンド元来の優れた特性を生かしたまま、任

意の切れ刃形状を得ることが可能になる。さらに、テクスチャによるダイヤモンド工具の摩擦特性の改善

という、新規な手法を提案した。今後の難削材加工等への応用によって、これらの加工特性の大きな改善

が期待できる。 

実用化・活用

が見込まれ

る分野・広が

る未来 

従来の工具では対応できなかった、各種精密加工用部品やその金型加工用の工具として期待できる。これ

によって、より高機能な製品開発へ寄与することが可能となる。 

 

 

関連特許 

(特許名称・

出願番号等) 

 

 

 

 

 FIB 照射後    FIB 照射後、熱処理 
図 1 熱処理の有無による加工面の変化

 図 2 テクスチャを有するダイヤモンド

     切削工具 
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技術名 

（テーマ） 
配向性強誘電体厚膜パターンの作製 

研究者 主任研究員 坂井 雄一 

研究分野 

キーワード 

スクリーン印刷、強誘電体、圧電体、非鉛 

 

所属 
富山県工業技術センター 機械電子研究所 電子技術課  

 

住 所 〒930-0866 富山県富山市高田 383 番地 

T E L 

Email 

076-433-5466     

sakai@itc.pref.toyama.jp     

研究内容 

 

 

本手法では、格子整合層を使用せず、スクリーン印刷と 

熱処理のみの工程で分極軸方向に配向した強誘電体膜 

パターンの形成が可能となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

従来技術・ 

競合技術と

の優位性 

従来技術：スパッタ法やゾルゲル法による配向性膜の形成の場合、 

     パターニング工程が複雑、格子整合層が必要。 

↓     

本技術：スクリーン印刷と熱処理のみで良好な特性が得られる配向膜の形成が可能。 

実用化・活用

が見込まれ

る分野・広が

る未来 

 

アクチュエータ、センサ、発電素子、冷却素子などのデバイスへの応用が可能 

 

 

関連特許 

(特許名称・

出願番号等) 

 

 

 

＜配向性厚膜断面の結晶方位マッピング結果＞ 

＜配向性厚膜 PE 曲線測定結果＞ 

チタン酸バリウム系の材料につい

て、バルクセラミックスを超える電

気特性を有する厚膜が得られた。 

 

Ba2+ Ti4+ O2- 

通常のセラミックス 

001方向 

配向性セラミックス

＜作製プロセス＞ 
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技術名 

（テーマ） 
再生医療用足場材料としてのシルクナノファイバーの開発 

研究者 主任研究員 寺田 堂彦 

研究分野 

キーワード 

高分子材料 

 

所 属 
富山県工業技術センター 中央研究所 材料技術課 

 

住 所 〒933-0981 富山県高岡市二上町 150 

T E L 

Email 

0766-21-2121 

terada@itc.pref.toyama.jp 

研究内容 

 

 

再生医療用材料として利用することを目的としたシルクナノファイバーの開発を行っている。体のさまざ

まな部位へ適用するために、２次元シート形状のみではではなく、３次元スポンジ形状のシルクナノファ

イバー集合体を開発した。さらに、ナノファイバー化した細胞の応答性が異なる材料を作製できることを

確認した。後、種々の条件で処理することによって、生着した 

 

 

従来技術・ 

競合技術と

の優位性 

再生医療用足場材料としてのシルク材料は、数多く研究されているが、接着細胞の応答性を考慮して、深

さ数十ナノメートル程度までの性状を制御したシルク材料はこれまでに開発された例はない。本技術で

は、シルク材料の表面弾性率を制御することにより、接着細胞の応答性を変えることが可能になる。また、

従来法では、繊維密が高い不織布状しか作製できなかったが、疎なスポンジ構造体を作製することが可能

となり、医用材料のとしての適用範囲が広がった。 

実用化・活用

が見込まれ

る分野・広が

る未来 

 

医療分野 

 

 

関連特許 

(特許名称・

出願番号等) 

 

なし 
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